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出雲国府跡と神名樋野 (茶臼山)



奈良時代の祭祀遺構 (5号土坑 )

墨書「意宇」



天平 5(733)年に編纂された『出雲国風上記』に記述がある出雲国庁跡は、江

戸時代からその所在地について論争がありました。これに終止符を打ったのが、

昭和43(1968)～ 45(1970)年に松江市教育委員会が奈良国立文化財研究所など

の支援を受けて行った発掘調査であり、これにより出雲国庁の所在地が確定しま

した。昭和46(1971)年には史跡出雲国府跡として国指定史跡となり、一部は史

跡公園に整備されて今日に至っています。

その後、島根県教育委員会では平成 3(1991)年には「八雲立つ風土記の丘整備

構想」、平成 9(1997)年 には「古代文化の郷 “出雲"整備構想」を策定し、人雲

立つ風土記の丘周辺の史跡土地買い上げや整備を行ってまいりました。一方、現

在準備を進めている古代文化研究センターも八雲立つ風土記の丘に建設すること

となっており、風土記の丘地内遺跡の再整備も課題の一つとなっています。

こうした状況を受け、島根県教育委員会では昭和43～ 45年の調査以来、本格的

な調査が中断していた出雲国府跡の調査を再開することとし、平成11(1999)年

度から継続的に発掘を実施しています。

本書は、このうち平成11(1999)～ 13年 (2001)度の3年間にわたる調査成果

を取りまとめたものです。「館」と見られる大形建物跡や律令祭祀に関わる遺構、

また、「意宇」・「東殿 出雲積大山 伊福部」と書かれた墨書土器・木簡などの

重要な調査成果とともに、自然科学的な検討結果も盛り込んだ総合的な内容とな

っています。本書が今後の出雲国府研究はもとより、豊かな地域の歴史像を構築

する上で一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、調査にあたつて多大な御指導・御協力を賜りました地権者

の方々、地元自治会、松江市教育委員会、関係各位に哀心より感謝申し上げます。

平成15年 3月

島根県孜育委員会教育長

広 沢 卓 嗣





例

1。 本書は島根県教育委員会が1999(平成■)年度から2002(平成14)年度に国庫補助事業として

実施した風土記の丘地内遺跡発掘調査事業の報告書である。なお、この間併せて発掘調査を行っ

た来美廃寺については、すでに別途報告している。

2.本書に収録した内容は、1999(平成11)年度から2001(平成13)年度に実施した発掘調査につ

いてであり、2002(平成14)年度は遺物整理と報告書作成を行った。2002(平成14)年度の発掘

調査結果は次年度以降のものとまとめて、今後順次報告書作成を進める予定である。

3.発掘調査にあたっては、地権者である石川清・石川修―・石川良・門脇教美・北垣秀雄・角嘉

昭・藤原佳光・松浦俊雄・三島一男・三島吉永・三島正明・三島秀雄
。吉岡勝次の各氏から多大

な協力を賜つた。記して哀心より謝意を表したい。

4.挿図中の方位は、測量法による平面直角座標系XY座標 (日 本測地系 )、 第Ⅲ座標系のX軸方

向をさしており、磁北より7° 12′ 、真北よりO° 32′ 東の方向を示している。

5。 本書に掲載した遺跡分布図は国土地理院が発行したもの、遺跡周辺の地形図は島根県教育委員

会で作成している風土記の丘地内の 1:1000地 形図を基に作成したものである。

6.本書の執筆者は本文目次と付論各節に明示したとおりである。本文のうち第 2章第 1節 。第 5

章第 1節については三瓶自然館中村唯史氏、第 3章第 2節の陶磁器 。第 5章第 4節に関しては守

岡正司、その他は角田徳幸が担当した。また、付論は奈良文化財研究所松井章
。肥塚隆保両氏の

ほか、大谷女子大学三辻利一氏、文化財調査コンサルタント株式会社渡辺正巳氏、島根大学古野

毅氏、川鉄テクノリサーチ株式会社岡原正明 。天辰正義・小川太―・福田文二郎の各氏、応用地

質株式会社高瀬尚人氏より玉稿を賜つた。

7.本書に掲載した図面は、調査員・調査補助員が分担して作成した。図面の浄書は角田徳幸のほ

か荒川あかね、川上登志江、藤原須美子、馬庭志津子、渡部恵子が行った。

8,本書に掲載した遺構写真は柳浦俊―・角田徳幸、遺物写真は角田徳幸が撮影した。また、赤外

線写真のうち木簡は奈良文化財研究所中村一郎氏、墨書土器は古代文化センターが撮影したもの

を用いている。

9,本書に掲載した出土遺物、写真 。実測図などの資料は島根県教育庁埋蔵文化財調査センターで

収蔵 。保管している。

10。 本書の編集は、各執筆者の協力を得ながら角田徳幸が行った。

口
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調 査 組 織

1999(平成11)年度

調 査 指 導 町田章 (奈良国立文化財研究所長 )、 井上寛司 (大阪工業大学教授 )、 金田章裕 (京都
委員会委員
 大学大学院教授 )、 佐藤信 (東京大学大学院教授 )、 蓮岡法障 (島根県文化財保護審議

会委員 )、 渡辺貞幸 (島根大学教授 )

指 導 助 言 坂井秀弥 (文化庁文化財調査官)

事 務 局 勝部昭 (島根県教育庁文化財課長 )、 小田時通 (同課長補佐 )、 若槻真治 (同主幹 )、

足立克己 (同主幹 )、 椿真治 (同文化財保護主事 )、 守岡正司 (同主事 )、 宍道二年

(島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 秋山実 (同総務課長)、 松本岩雄 (同調査課

長)、 今岡宏 (同総務係長)、 川崎崇 (同主事 )

調 査 員 柳浦俊― (同文化財保護主事 )

調査補助員 大西憲和 (同臨時職員 )

2000 年平成12)年度

調 査 指 導 町田章 (奈良国立文化財冴究所長)、 井上寛司 (大阪工業大学教授 )、 金田章裕 (京都
委員会委員
 大学大学院教授 )、 佐藤信 (東京大学大学院教授 )、 蓮岡法障 (島根県文化財保護審議

会委員)、 渡辺貞幸 (島根大学教授)

坂井秀弥 (文化庁文化財調査官)

勝部昭 (島根県教育庁文化財課長)、 小田時通 (同課長補佐 )、 若槻真治 (同主幹)、

足立克己 (同主幹)、 椿真治 (同文化財保護主事)、 池測俊― (同文化財保護主事)、

宍道正年 (島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 内田融 (同総務課長)、 松本岩雄

(同調査課長)、 今岡宏 (同総務係長)、 川崎崇 (同主事)

柳浦俊― (同文化財保護主事)、 守岡正司 (同主事)

赤井和代 (同臨時職員)、 今岡利江 (同臨時職員)

2001(平成13)年度

調 査 指 導 町田章 (奈良国立文化財研究所長)、 井上寛司 (大阪工業大学教授 )、 金田章裕 (京都
委員会委員
 大学大学院教授 )、 佐藤信 (東京大学大学院教授 )、 蓮岡法障 (島根県文化財保護審議

会委員 )、 渡辺貞幸 (島根大学教授 )

指 導 助 言 坂井秀弥 (文化庁文化財調査官 )

調 査 指 導 松井章 (奈良文化財研究所主任研究官)、 光谷拓実 (奈良文化財研究所古環境研究室

長)、 牛川喜幸 (橘女子大学教授 )

事 務 局 勝部昭 (島根県教育庁参事 。文化財課長 )、 藤原弘 (同課長補佐 )、 田中敏夫 (同課長

補佐 )、 足立克己 (同主幹 )、 椿真治 (同文化財保護主事 )、 池測俊― (同文化財保

護主事 )、 宍道正年 (島根県埋蔵文化財調査センター所長 )、 内田融 (同総務課長 )、

指 導 助 言

事 務 局

調 査 員

調査補助員
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指 導 助 言

調 査 指 淳

松本岩雄 (同調査第 1課長)、 柳浦俊― (同調査第 2係長)、 今岡宏 (同総務係長)、

安達真理子 (同主事)

調 査 員 角田徳幸 (同文化財保護主事)
調査補助員 赤井和代 (同臨時職員)、 今岡利江 (同臨時職員)

2002 ∈平成14)年度

調 査 指 導 町田章 (奈良国立文化財研究所長)、 井上寛司 (大阪工業大学教授)、 金田章裕 (京都
委員会委員
 大学大学院教授)、 佐藤信 (東京大学大学院教授)、 蓮岡法障 (島根県文化財保護審議

事 務 局

会委員)、 渡辺貞幸 (島根大学教授)

玉田芳英 (文化庁文化財調査官)

亀田修― (岡山理科大学教授)、 山本信夫 (山本考古研究所)、 高橋照彦 (大阪大学大

学院助教授)、 三辻利― (大谷女子大学教授)、 榊原博英 (浜田市教育委員会主任主事)、

片岡詩子 (玉湯町立出雲工作資料館副館長)、 中村唯史 (島根県立三瓶自然館指導員)

勝部昭 (島根県教育次長)、 宍道正年 (同文化財課長・島根県埋蔵文化財調査センタ

ー所長)、 藤原弘 (島根県教育庁文化財課課長補佐)、 宮澤明久 (同課長補佐)、 広江

耕史 (同主幹)、 池測俊― (同文化財保護主事)、 伊藤徳広 (同主事)、 卜部吉博 (島

根県埋蔵文化財調査センター副所長)、 内田融 (同総務課長)、 柳浦俊― (同調査第 2

係長)、 坂本淑子 (同総務係長)、 安達真理子 (同主事)

調 査 員 角田徳幸 (同文化財保護主事 )、 守岡正司 (同文化財保護主事 )

調査補助員 阿部智子 (同臨時職員 )、 平井大介 (同臨時職員 )

調査協力機関・協力者

大阪大学、大谷女子大学、岡山理科大学、京都大学、島根大学、宍道町教育委員会、玉湯町教育

委員会、橋女子大学、東京大学、奈良文化財研究所、文化庁、平田市教育委員会、松江市教育委員

会、松江市大庭公民館・竹矢公民館、島根県立三瓶自然館、島根県立八雲立つ風土記の丘資料館、

島根県古代文化センター

高妻洋成 。馬場基・山中敏史・渡辺晃宏 (奈良文化財研究所 )、 平川南 (国立歴史民俗博物館 )、

尾野菩裕 (京都国立博物館 )、 田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員 )、 穴沢義功、岡崎雄二郎・

吉岡弘行 (松江市教育委員会 )、 濱田廷充 (寝屋川市教育委員会 )、 原俊二 (平田市教育委員会 )、

平石充 (島根県古代文化センター)
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第 1章 調査に至る経緯と経過

出雲国府跡は島根県松江市大草町・山代町地内に所在する遺跡である。その所在地については江

戸時代から諸説があったが、松江市教育委員会が昭和43(1968)～ 45(1970)年 にかけて3年間に

わたって行った発掘調査で計画的に配置された奈良時代の建物跡群が検出されたことにより、初め

て明らかになった。昭和46(1971)年 12月 13日 には史跡出雲国府跡として約410,000rが国指定史

跡となり、島根県教育委員会がその中心区域である六所脇・宮の後地区で昭和47(1972)年 度から

3ケ 年で環境整備事業を行って、人雲立つ風土記の丘の中核となる史跡公園として活用が図られた。

その後、平成 3(1991)年 には「八雲立つ風土記の丘整備構想」、平成 9(1997)年 には「古代

文化の郷 “出雲"整備構想」が策定された。いずれも八雲立つ風上記の丘を中核とした遺跡整備の

必要性が唱えられ、これに基づいて史跡の土地買い上げや整備が進められてきた。また一方で、現

在準備が進められている古代文化研究センターも八雲立つ風土記の丘に建設されることとなってお

り、風上記の丘地内遺跡の再整備を行うことも必要な課題となった。

こうした状況を受けて、島根県教育委員会では昭和43～ 45年の調査以来、現状変更に伴う小規模

な調査を除いて本格的な調査が中断していた史跡出雲国府跡を継続的に発掘調査することとした。

調査は、昭和48(1973)年 から継続して実施している風土記の丘地内遺跡調査の一環として、平成

11(1999)年度より行っており、今年度で4年 目である。

出雲国府跡は、昭和40年代の調査では政庁後殿と後方官衛が明らかになっている。しかし、国庁

を含め他の諸施設の構造や時期変遷など、まだ具体的に解明しなければならない課題も多い。した

がつて、調査は史跡地内におけるトレンチ調査による遺構の範囲確認と、確認された遺構のうち中

心となる施設群の構造・性格を明らかにするための発掘を実施した。また、併せて地下レーダー探

査を行い、発掘調査前に地下遺構の情報を極力得ることとした。

平成11(1999)年度 第 1～ 15ト レンチを設定し、範囲確認調査を行った。第 6。 7・ 8ト レ
ンチでは奈良・平安時代の溝が確認された。

平成12(2000)年度 第 9。 10ト レンチを拡張し、史跡公園北側を本調査区とし、廂付きの大
形建物跡である 1号建物跡が検出された。範囲確認調査は、史跡公園西側の第16～ 18ト レンチで行

い、また、地下レーダー探査を史跡公園の北及び東側で実施した。

平成13(2001)年度 前年度の本調査

区を拡張し、 1号建物跡と東西に並び立つ

位置にある4号建物跡を確認した。 5号土

坑では奈良時代の祭祀遺構が検出された。

範囲確認調査は第19～ 25ト レンチで行っ

た。地下レーダー探査は史跡公園の西狽1と

日岸田地区で実施している。また、併せて

史跡指定地内で分布調査を行い、遺物の散

布状況を確認した。

第 1図 出雲国府跡の位置
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第 2章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理 的環境

(1)地形概要

出雲国府跡は、意宇川の下流に発達する小規模な沖積平野である意宇平野に位置する (第 2図 )。

意宇川は平野の南端を西から東に流れて、中海に注いでいる。およそ平野の西側半分は意宇川扇状

地の緩斜面で、中海岸には沿岸砂州として形成された砂堆が微高地をなしている。扇状地と砂堆に

狭まれて、平坦な低地面 (三角州面)が広がる。平野の西には、標高25m前後の段丘面 (乃木段丘)

が分布している。平野の南北の丘陵は、新第二系の火山岩類からなる。

平野の地下地質をボーリング資料 (1)か ら検討すると、第 3図のような層序が推定できる。沖積

平野の地形を構成している完新統 (最終氷期が終った 1万年前以降の堆積物)についてみると、中

海湖岸部に沿岸砂州として発達した砂堆がみられる。その下位に、中海湖底から連続する泥層が分

布し、湖岸付近では貝化石を含むが、砂堆の内側 (西側)では植物質の泥に移行している。扇状地

部には、これを構成する砂礫層が分布している。完新統の下位には、更新統の礫層および泥層が分

布していて、これは最終間氷期の扇状地および三角州堆積層とみられる。

平野面には、旧河道にともなう小崖や自然堤防列がみとめられ、自然堤防の微高地に中島・春

日。今宮の集落が形成されている。国府跡は中島の微高地にある。

□
□
圏
■
岡
■

干拓地

三角州面

砂 堆

扇状地

段 丘

第二系

第 2図  出雲国府跡の周辺地形

-2-



(2)地形発達の概要

意宇平野のような沖積平野は、最終氷期が終った 1万年前以降の環境変化にともなって形成され

た新しい地形であり、律令時代以降にも変化を続けている。約 1万年前、日本列島付近の海面は

-40m付近にあり、意宇川は中海湖底に谷を刻んで流れ、境港付近で海に注いでいた。その後急速

に海面が上昇し、海面の高さが現在とほぼ同じレベルに達した6000年前頃には、中海の水域は現在

よりも広く、意宇平野の一部にも水域が広がっていた。この時、意宇平野の東端には中海岸に平行

する沿岸砂州があり、その内側にはごく小規模な入り江状の水域が存在した。5000年前頃には、海

面が+lm前後まで上昇した時期があり、平野東部の機貫遺跡では、その時期に形成されたとみら

れる潮間帯の堆積層が+1,4mを 上限として分布している②。その後、意宇川三角州の前進によって

水域は湿地に変化し、やがて消滅したと考えられる。この水域が消滅した時期は不明である。

(3)旧河道について

意宇平野には3つの旧河道が認められる③ (写真図版 1)。

①とした旧河道は、空中写真による判読で三角州面上には認められるが、扇状地部への連続がは

つきりしない。水田の区割りにも影響しておらず、北側の丘陵地から流れ出る小河川の流路であろ

う。ただし,ずっと古い時期には意宇川の旧河道だったかもしれない。

②の旧河道は、攻撃斜面にあたるとみられる小崖が現地形に残り、水田の区割りにはっきりと影

響を与えている。中島付近から北東へ伸びる様子が明瞭で、比較的新しい時期に、意宇川がこの河

道を流れていたといえる。

③の旧河道は、現河道にほぼ沿つている。これを河川改修によって直線的流路したものが現河道

とみられ、もっとも新しい時期の旧河道といえる。この河道は,国府と南側の丘陵地との間の狭い

部分を流れ、国府域の南西端を削っている。

O C 0
0 0 0

000E00000
o o● o00000
00E00000000
0000C000
0000000

|   1泥 層  :::::::砂 層 :::::意:引礫 層 口口田田表土等

― 泥 層 |。
°
。H礫層および砂層

第 3図 意宇平野の層序想定図



第 2節 歴 史的環境

天平 5(733)年に編纂された F出雲国風上記』は古代出雲の姿を克明に描写している。これま

でに風土記の丘地内遺跡調査として発掘調査を行った山代郷正倉跡 ④、四王寺跡 (山代郷南新造院

跡)0、 来美廃寺 (山代郷北新造院跡)0は、いずれも『風上記』に登場する遺跡であり、出雲は

古代史を遺跡と文献から復原・検討できる全国的にも数少ない地域ということができる。

今回発掘調査を行った出雲国府跡についても、『風上記』には次のような一節がある①。

国の東の堺より西に去くこと二十里百八十歩にして野城橋に至る。… (中略)…。又西二十一里に

して国
まつりごと
繹、意宇郡家の北なる十字街に至り、即ち分かれて二つの道となる。 (一つは正西道、

_っ は話
に
1宅Υ篭なり。)

これによれば、国庁と意宇郡家は同所にあり、その北側に正西道 (山陰道)と柾北道 (隠岐への

官道)が交わる十字街があったことも分かる。また、『風土記』には黒田駅家・意宇軍団も郡家と

同所にあったと記されており、出雲国府が国・郡の行政・交通・軍事を一手に担う重要な役割を果

たしていたことが窺われる。

意宇平野に出雲国府が置かれるようになった背景としては、古墳時代の政治状況が大きな関わり

をもっているものと見られる。古墳時代前期から中期にかけては傑出した規模をもつ大形古墳はな

いが、意宇平野の北側、大橋川 。中海沿岸を中心に寺床 1号墳 (方墳30m)、 廻田1号墳 (前方後円

墳57m)、 石屋古墳 (方墳40m)、 竹矢岩舟古墳 (前方後方墳50m)な どが営まれている。また、意

宇平野の南側丘陵から人雲村にかけては、東百塚山古墳群 (64基以上)・ 西百塚山古墳群 (42基以

上)。 増福寺古墳群 (26基)な ど中期から後期前半の小方墳からなる群集墳が分布している。

この時期の集落跡は明確になっているものは少ないが、夫敷遺跡、神田遺跡などが知られている。

夫敷遺跡は平野の東側、中海汀線近くの意宇川河口付近に位置するもので、第Ⅳ調査区中層では

甑・甕など渡来系の陶質または軟質土器が出土している①。

古墳時代後期になると、こうした状況が大きな変化があり、茶臼山の北西麓に大形の首長墳が出

現する。大庭鶏塚古墳 (方墳42m)、 山代二子塚古墳 (前方後方墳92m)、 山代方墳 (方墳45m)、

永久宅後古墳がそれで、 6世紀から7世紀前半にかけて営まれた出雲東部における最高首長の世代

墓と考えられる①。また、意宇平野の周辺では「各田部臣」の銘文入り大刀が出土した岡田山 1号

墳 (前方後方墳24m)、 御崎山古墳 (前方後方墳40m)、 岩屋後古墳、古天神古墳 (前方後方墳27m)

など最高首長を支えた勢力が残したと見られる古墳も確認されており、この地域が出雲を代表する

政治勢力に成長したことが窺える。出雲国府が置かれた意宇平野は、まさに出雲東部における後期

古墳文化の中心地であり、どのような意図であれ、その選地にあたっては地域勢力が意識されてい

るものと思われる。

出雲国府が設置された奈良時代の遺跡としては、前述した山代郷正倉跡、四王寺跡、来美廃寺が

茶臼山の北西から南西麓にかけて営まれており、四王寺の瓦窯である小無田Ⅱ遺跡も明らかになっ

ている (0。 意宇郡家、駅家、軍団については、その所在は明らかになっていないが、黒田畦遺跡

のように出雲国内の郡名である「云石 (飯石)」 という墨書土器が検出された遺跡もあり。1)、 官衛

または関連施設が広がっていることが窺われる。また、『風土記』に「陶器造れり」と記された大
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井古窯跡群 (池ノ奥窯跡・山津窯跡・ババタケ窯跡・岩汐窯跡など)は出雲国府からは大橋川を挟

んで対岸にあり、大量消費地に容易に供給できる地点に位置している。

出雲国分寺跡、国分尼寺跡は、意宇平野北東側の丘陵裾部に所在している。このうち、国分寺跡

は金堂 。僧坊・講堂 。塔などの伽藍配置が明らかになっており (1)、 国分尼寺跡との中間地点にあ

る中竹矢遺跡付近ではこれらに伴う瓦窯が 3基以上存在することも判明している (0。

平安時代の遺跡としては、出雲国府の東側で神田遺跡、大屋敷遺跡、天満谷遺跡などが確認され

ている。このうち、天満谷遺跡は掘立柱建物跡が 6棟検出された他、白磁・越州窯系青磁 。同安窯

系青磁などがまとまって出土しており、国府との関わりが考えられる (n。

1.大坪遺跡 2.出雲国分寺跡 3.出雲国分尼寺跡 4.中竹矢遺跡 5.山代郷南新造院跡 6.小無田遺跡
7.山代郷正倉跡 8.黒 田畦遺跡 9.来美廃寺 10,岡田山古墳群 11 岩屋後古墳 12,御崎山古墳 13.古天神古墳
14.西百塚山古墳群 15。 東百塚山古墳群 16.安部谷横穴墓群 17,大庭鶏塚古墳 18.山代二子塚古墳 19.山代方墳
20.永久宅後古墳 21.向山 1号墳 22,東淵寺古墳 23.雨乞山古墳 24.増福寺吉墳群 25。 前田遺跡 26.青木遺跡
27.寺床古墳群 28,大木権現山古墳群 29.夫敷遺跡 30.廻田古墳群 31.才 ノ峠遺跡 32.平所遺跡 33.間内越墳墓
34.来美墳墓 35 竹矢岩舟古墳 36.手間古墳 37.石屋古墳 38.池ノ奥窯跡群 39.山津窯跡群 40.寺尾窯跡
41.ババタケ窯跡 42 岩汐窯跡群 43 魚見塚古墳 44.朝酌岩屋古墳 45。 廻原 1号墳

第 4図  出雲国府跡と周辺の遺跡
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第 3節  出雲国府跡 をめぐるこれまでの調査
出雲国庁跡は、天平 5(733)年に編纂された F出雲国風上記』に記述があることから江戸時代

より関心が持たれており、その所在地については東出雲町上夫敷説、松江市竹矢町三軒屋説、大草

町西端説、大革町竹ノ後説などの諸説があった (n。 このうち、朝山皓が F風上記』の里程から唱

えた大草町西端説と、恩田清が元禄 4(1691)年の『大草村検地帳』に残る「こくてう」という小

字を根拠に提唱した大草町竹ノ後説は当時より有力で、大草町六所神社後方付近では出雲国分寺跡

と同型の軒丸瓦や「春」の印文が入つた銅印が出土していたことから (0、 松江市教育委員会が昭

和43(1968)～ 45(1970)年 の3ケ年にわたって発掘調査を行った (0。

この調査は、奈良国立文化財研究所の指導を受け、考古学だけでなく歴史地理・文献史学の研究

者も参加した総合的な学術調査であった。調査地′点は国庁の所在を確認するために六所神社付近に

設定された六所脇地区・宮の後地区と、国庁域を検討するための水垣地区・樋ノロ地区 。一貫尻地

区である。その結果、六所脇・宮の後地区では政庁後殿と見られる四面廂大形建物跡や整然と並ん

だ掘立柱建物跡、これらを区画する大溝などが検出された他、文書行政が行われたことを示す硯・

墨書土器 。木簡などが出土し、古代官行の存在が明らかとなった。樋ノロ地区では国庁域を示す遺

構は見られなかったが、金属器生産関係の工房とも考えられる遺構も確認された。また、一貫尻地

区では南北に延びる石敷とその西側で窪地が検出されており、東側に広がる官衡区画の西端に当た

る可能性が既に指摘されている。

昭和49(1974)年 には、島根県教育委員会が史跡整備を行うための発掘調査を宮の後地区で行っ

た。部分的な調査ではあったが調査区の東側で南北方向に延びる溝が検出された他、墨書土器・へ

ラ書き土器も出上しており、特に、国司の官名である「少目」と書かれた墨書土器が含まれていた

点が注目された (0。

第 1表 史跡出雲国府跡の発掘調査

年  度 調 査 主 容 調 査 原 因 文 献

昭和43(1968) 沿江市教育委員会 学術調査

註 (3)
つ
々 昭和44(1969) 松江市教育委員会 学術調査

3 昭和45(1970) 松江市教育委員会 学術調査

4 昭和49(1974) 島根県教育委員会 史跡整備 註 (18)

5 昭和60(1985) 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業

註 (19)6 昭和61(1986) 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業

7 昭和62(1987) 島根県教育委員会 土地改良総合整備事業

8 平成 5(1993) 松江市教育委員会 道路拡幅 註 (20)

9 平成 8(1996) 松江市教育委員会 個人住宅建設。道路拡幅

10 平成 9(1997) 松江市教育委員会 個人住宅建設

平成11(1999) 島根県教育委員会 風土記の丘地内遺跡調査

本報告12 平成12(2000) 島根県教育委員会 風土記の丘地内遺跡調査

つ
じ 平成13(2001) 島根県教育委員会 風土記の丘地内遺跡調査

14 平成14(2002) 島根県教育委員会 風土記の丘地内遺跡調査
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その後は、平成11(1999)年 に風土記の丘地内遺跡調査の一環として出雲国府跡の発掘が再開さ

れるまで本格的な調査はなかったが、史跡の現状変更に伴う小規模な調査は何度か行われている。

昭和60(1985)～ 62(1987)年 に行われた土地改良総合整備事業に伴う調査は、農業機械化に伴

い営農に支障をきたしていた狭い道路と水路を改良するために実施したものである。調査対象地域

は史跡内の広範囲に及んだが、工事により掘削される深さが浅かったこともあって、遺構はほとん

ど検出されておらず、遺物の採集程度に留まった (切

平成 5(1993)年には、市道拡幅に伴って六所ネ申社南東側で調査が行われた。調査の結果、道路

東側の トレンチで南北2間以上 。東西 1間以上で柱間に横木を渡して補強した掘立柱が検出されてい

るが、そのサL格は明らかになっていない (")。

平成 8(1996)年 には、平成 5年の調査で遺構の存在が明らかになったため、遺構が検出されな

かった道路西側を拡張して調査が行われたが、同様に遺構は見られなかった。また、平成 8年 と平

成 9(1997)にわたって、史跡公園西側で個人住宅建設に伴って調査が行われているが、遺構は確

認されていない。

註

(1)建設省計画局・島根県・鳥取県「中海臨海地帯の地盤」陪「市地盤調査報告書』15 1967

(2)島根県教育委員会「島田池遺跡・鶏貫遺跡J『一般回道 9号安来道路建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 西地区』
WⅢ  1997

(3)松江市教育委員会 F出雲回庁跡発掘調査概報』1970

(4)島根県教育委員会『史跡出雲国山代郷正倉跡』1981

(5)a,島根県教育委員会「四王寺跡」『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告』V 1988

b,島根県教育委員会「四王寺跡」『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告』X 1994

(6)a,島 根県教育委員会「来美廃寺J『風上記の丘地内遺跡発掘調査報告』12 1998

b,島根県教育委員会「来美廃寺」『風土記の丘地内遺跡発掘調査報告』13 2002

(7)加藤義成『修訂出雲国風土記参究』松江今井書店 1981

(8)島根県教育委員会「夫敷遺跡」『国道 9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書J Ⅵ 1989

(9)渡辺貞幸「山代 。大庭古墳群と5・ 6世紀の出雲」『山本清先生喜寿記念論集 山陰考古学の諸問題』1986

(10)松江市教育委員会・松江市教育文化振興事業団『小無田Ⅱ遺跡発掘調査概報』 1997

(11)松江市教育委員会・松江市教育文化振興事業団『黒田畦遺跡発掘調査報告書』 1995

(12)石田茂作・山本清「出雲回分寺の発掘」『出雲・隠岐』地方史研究所 1963

(13)島根県教育委員会「中竹矢遺跡J『国道 9号バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』X 1992

(14)島根県教育委員会『北松江幹線新設工事・松江連絡線新設工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 1987

(15)鍋田―「出雲国庁址について」『出雲・隠岐』地方史研究所 1963

(16)近藤正「出土品・寺跡」『島根県文化財調査報告書』第 5集 島根県教育委員会 1968
(17)前掲註 (3)に 同じ。

(18)島根県教育委員会『史跡出雲国府跡環境整備報告書』 1975

(19)島根県教育委員会『土地総合改良整備事業に伴う史跡出雲回府跡発掘調査報告書』 1988

(20)松江市教育文化振興事業国『松江市教育文化振興事業国埋蔵文化財課年報』 1 1997
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第 3章 範囲確認調査

第 1節 分布調査
史跡出雲国府跡における遺物散布状況を把握するため、指定地内の分布調査を行った。調査は、

平成14(2002)年 3月 18日 ～3月 20日 までの3日 間、島根県埋蔵文化財調査センター職員が 3名ず

つ 2班に分かれて実施し、水田・畑を一枚ごとに踏査して、遺物の散布状況を確認した。

遺物の散布状況は第 6図に網掛けして示したとおりで、樋ノロ地区から南西方向に延びる微高地

と、現在の史跡公園周辺から日岸田地区にかけての微高地に遺物が散布しているのが特徴である。

意宇平野の南西から北東に延びる旧河道と見られる低地では、遺物はあまり採集されておらず、微

高地を中心に遺跡が展開していることが窺われる。

採集された遺物は土師器・須恵器・白磁 。青磁・土師質土器の他、水晶・碧玉などがある。小片

が多いこともあって遺物分布の時期的な変化は捉えにくいが、古墳時代・奈良～平安時代・鎌倉時

代以降に分けて見ても、微高地を中心とする遺物散布の傾向には大きな違いは見られない。ただし、

鎌倉時代以降の遺物は史跡公園周辺では比較的見られるが、平野中央部では少ないようである。

―

| |

第 6図  出雲国府跡地内遺物散布状況

国匡劉遺物散布地

-9-



第 2節 範 囲確 認調査

(1)平成11(1999)年 の調査

史跡出雲国府跡地内の遺構分布状況は、昭和43(1968)～ 45(1970)年 の調査の際に、樋ノロ地

区 。一貫尻地区・水垣地区で トレンチ調査が行われている。しかし、これ以外の地区では遺構の有

無等が明らかになっていないため、まず トレンチ調査を行うこととなった。

調査用の区害Jり は、国土座標 X=-64000・ Y=85400を 原点として、lom間隔に北へN10,N

20。 N30……、東へE10。 E20。 E30… …、西へW10。 W20。 W30……と表すこととした。調査区

の配置は、現在の史跡公園北側に第 1ト レンチ～第10ト レンチの計10本、山陰道と柾北道が交差す

る推定十字街の南側に第Hト レンチ～第13ト レンチの計 3本、史跡公園の東側に第14ト レンチ・第

15ト レンチの計 2本を設定した。

al トレンチ調査の概要

第 1ト レンチ 4 mX35mで東西方向に設定したトレンチである。規則的な配置を持たない小さ

なピットが多数検出された。調査区の西端部は自然河道など落ち込みになる可能性がある。出土遺

物には、金属製品・木製品がある。

第 2ト レンチ 南北 4m× 25m、 東西 4 m X14mで L字形に設定した トレンチである。小さなピ

ット群があり、その中には 2間 ×4間の小規模な掘立柱建物跡になると想定できるものもある。調

査区の北部では、東西方向に延びる 1号滞が確認されている。溝は幅2.4～ 2.6m・ 深さ0.3mほ どの

もので、土師器奏・高郭・郭、須恵器蓋杯・高杯 。壷・器台など古墳時代中期後半の遺物が多量に

検出されている。

第 3ト レンチ 2m× 6mで南北方向に設定したトレンチである。小ピットが確認されている。

第 4ト レンチ 2m× 6mで南北方向に設定したトレンチである。遺構は見られなかったが、古

墳時代の遺物包含層が確認されている。

第 5ト レンチ 4m× 20mで東西方向に設定した トレンチで、平成13(2001)年 にその南側に 2

m× 6mの トレンチを設けて拡張している。中央がやや窪む谷地形となっており、砂利が溜まって

いた。柱根が 3つ確認されており、うち一つは径30cm程度のものであった。

出土遺物としては、白磁皿、金属製品、木製品がある。

第 6ト レンチ 4m× 26mで東西方向に設定したトレンチである。東側が 1段高くなっているこ

とから、第 5ト レンチとの間はやや谷状になっているものと思われる。調査区西側に南北方向に廷

びる 2号溝、東側に 1号土坑があり、両者の間にも浅い溝状の落ち込みがある。

2号溝は幅1.4～ 1.6m・ 深さ0,4mで、埋土は淡灰色または暗灰色粘質土である。溝の内部からは

白磁椀・皿・水注、中国陶器黒釉椀・黄釉盤・黒釉茶入・重、土師質土器郭・柱状高台付皿など平

安時代後期の遺物が多量に検出されている。 l号土坑は径 4mほ どの不整形な土坑で、埋土は灰色

粘質上である。内部より平安時代前期の須恵器郭、土師質土器杯が出上している。

第 フトレンチ 4m× 26mで東西方向に設定した トレンチである。調査区の西側にピット群があ

り、 2間 × 1間以上の掘立柱建物跡を想定できるものもある。東側には南北に延びる4号溝が検出

されており、幅2.8m・ 深さ0.5mである。溝の内部からは、須恵器蓋郭・高郭・壼・硯などが多量

に出土しており、「浄」 。「法」などと墨書されたものも確認されている。また、羽口、対蝸、炉

壁、鍛冶淳などの金属器生産関係遺物、水晶 。碧玉・馬翡などの玉生産関係遺物が検出された。

-10-
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第 8ト レンチ 南北方向に4m× 8m、 東西方向に2m× 9mの T字形に設定したトレンチで、
本調査の4区 として拡張している。第 7ト レンチから南に続く4号溝の延長を確認している。溝の

中からは須恵器蓋必 。皿・壷などが出上しており、「出厨」と書かれた墨書土器も含まれている。

第9ト レンチ 4m× 6mで南北方向に設定したトレンチで、本調査の3区 として拡張している。
北東から南西方向に延びる7号溝が検出されており、幅2.4～ 2.5m。 深さ0,45mである。内部より

古墳時代中期の上師器が出土している。
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3黒色土 (炭化物、遺物を多く合む)
4暗灰色土 (炭化物を少量含む)

7号溝  |



第10ト レンチ 4m× 6mで南北方向に設定した トレンチで、本調査の 2区 として拡張 してい

る。古墳時代中期の上坑の他、古代の大形ピットが検出された。

第11・ 12・ 13ト レンチ 第11ト レンチから順に2.5m× 5m、 2m× 4m、 3m× 4mで設定し

たトレンチである。推定山陰道と平行するように東西方向に延びる杭列が検出されており、第11・

12ト レンチでは杭に横木がわたされている。

第14・ 15ト レンチ 第14ト レンチが 2m× 20m、 第15ト レンチが 2m× 30mで、東西方向に設

定したトレンチである。ピット・土坑の他、ともに調査区西端部で溝状の落ち込みがあることが確

認されている。

bi第 2ト レンチ 1号溝出土遺物

第10図 1～ 10は土師器奏である。このうち、 1～ 5は退化した鈍い稜のある複合口縁をもってお

り、調整は 2・ 4・ 5の外面胴部がハケメ、内面はヘラケズリである。 6～ 10は「く」字形に屈曲

した単純な口縁をもつもので、 6は九い底部が遺存 している。調整は7'9。 10の外面胴部にハケ

メ、 6。 7・ 8。 10は 回縁内面にハケメ、胴部内面はヘラケズリである。

12は土師器不である。九みのある体部をもっており、調整は外面底部にはケズリ、内面にナデが

見られる。

第10図 13、 第11図 14～ 19は土師器高杯である。 13・ 14は九みのある郭部、15～ 19は外面に稜のあ

る杯部をもっている。19は杯部内面に斜格子の暗文をもっているが、他のものには見られない。調

整は13・ 15。 18の外面にハケメ、15は杯部内面底部にミガキ、17・ 19は杯部内面にハケメ、15'

16。 19の脚部内面にはケズリが見られる。18は内外面に赤色顔料が塗布されている。

20～ 22は須恵器蓋杯である。20・ 21は杯蓋で、口縁はまっすぐ立ち上がり、外面に稜をもってい

る。口唇はともに磐刃状に面をなしており、20の頂部外面には回転ヘラケズリが見られる。22は郭

身で、口縁にかなり内傾したかえりを有する。外面底部は回転ヘラケズリ、内面には同心円状の当

て具痕が残っている。

23・ 24は須恵器高杯である。23は九みのある脚端部の小片で、一部に透孔があることが分かる。

24は鉢状をなす郭部の小片で、外面に 1状の沈線と飾 りつまみが付いていた痕跡が残る。調整は外

面下半に回転ヘラケズリが見られる。

25は体部の孔は失われているが、須恵器魅と見られる。外面には斜行刺突文と沈線が施されてい

る。底部は九く、内面に粘土充填痕が明瞭に残っている。

26は須恵器壷の口縁部である。口縁は縁状に面をなしており、外面に稜線が 1条めぐっている。

外面の一部には平行タタキ痕があるが、回転ナデにより消されている。

27・ 28は須恵器器台である。鉢状の受け部と「ハ」字形に広がる脚部をもっている。受け部は口

縁が短く屈曲しており、外面には上から順に2条の稜、3条の波状文、3条の沈線が施されている。

受け部外面下半には平行タタキ痕が見られる。脚部は2条 1単位の稜線により5段に分けられてい

る。このうち、上から4段には波状文が入っており、 3段 目までは長方形の透子しが 5方向に付けら

れている。 4段 目の透孔は三角形で、上段の長方形透孔とは交互になるように配されており、 5ま

たは6方向に設けられているものと見られる。 5段 目は脚端部との間隔が狭く、特に文様や透孔は

施されていない。

第12図29'30は須恵器杯身で、内傾するかえりをもつ。
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第10図 第 2ト レンチ 1号溝出土遺物実測図 (1)
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第11図 第 2ト レンチ 1号清出土遺物実測図 (2)



32

10cm

31・ 32は須恵器高杯である。

ともに脚部の破片で、透孔を

もっている。

33は須恵器重の口縁部で、顎

部外面に波状文がある。

第12図 の須恵器は、いずれも

小片であり、混入遺物である可能

性が高い。

第12図 第 2ト レンチ 1号溝出土遺物実測図 (3)

c,第 7・ 第 8ト レンチ 4号溝出土遺物

第13図 1～ 9は須恵器郭蓋である。 1は口縁にかえりをもつものである。 4・ 5は屈曲して直立

する口縁をもつもので、輪状つまみが付いており、頂部には静止糸切 り痕がある。ともに内面に墨

痕があり、転用硯として使用されたものと見られる。 2・ 3・ 6～ 8は口縁端部が短く屈曲し、断

面が三角形状をなすものである。 6・ 7に は宝珠つまみが付いている。 3は口径が9.2cmと 小さく、

郭以外の蓋である可能性もある。

10～ 18は須恵器郭身、19～ 21は須恵器皿で、無高台のものである。芥の底部切 り離しはすべて回

転糸切 りである。10は内面に漆が付着している。14～ 18に は底部外面に墨書があり、14は「奇 ?」、

15は「浄」、16は「法」、17は「出厨」、18は「光 ?」 と判読できる。20は器壁がやや厚 く、外面に

回転ヘラケズリが見られる。21は 口縁が大きく屈曲し開くもので、灯明皿である可能性がある。

22～ 30は須恵器杯身、31～ 35は須恵器皿で、高台が付 くものである。底部の切 り離しは31はヘラ

切りの可能性があるが、その他は回転糸切 りである。37・ 38は皿または杯の底部破片で墨書があり、

38イま「出」と読める。

39は土師器皿で、高台が付 くものである。内外面に赤色顔料が塗られている。

40は須恵器皿である。底部は低 く高台状に縁があり、口唇は内面を強くナデている。

41・ 42は須恵器鉢である。41は鉄鉢形の底部とも考えられるが、回転糸切 り痕が残っている。42

はやや肩が張るもので、日縁部は短く外反している。

43～ 45は須恵器高杯である。43は 口縁部で内面の端部は上方にやや突出する。44・ 45は比較的太

い脚部がついており、外部外面下方には回転ヘラケズリが見られる。

36。 46・ 47・ 第15図49・ 50は須恵器壼である。46は長顎壼で外面に2条の沈線がある。47は 内外

面に漆が付着していることから漆壼と見られるが、破面にも漆が付いていることから破損後パレッ

トとして使われた可能性がある。36・ 491よ高台が付 く壼、50は無高台の壼である。48は宝珠ツマミ

が付 く蓋であるが、形態から見て短頸壷の蓋になるものと考えられる。

51～ 53は須恵器奏である。51・ 52は「く」字形に屈曲する口縁部をもっており、51は外面に稜が

ある。53は底部で高台が付いている。

54は須恵器視である。口縁部の小片であるが、陸部の周辺と、海部が残っている。

55・ 56は須恵器托である。ともに口縁部を欠損しているが、中央に環状になった立ち上がりが付

いている。
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第13図 第 7・ 第 8ト レンチ 4号溝出土遺物実測図 (1)

0

Cm

第7ト レンチ (1・ 3・ 5～ 6。 18・ 19・
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46

4耳

第7ト レンチ (29～ 33・ 35～ 40・ 42～47)
第8ト レンチ (34。 41)

0                     10cm
‐ 1

第 7・ 第 8ト レンチ 4号溝出土遺物実測図 (2)第14図
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48

第7ト レンチ (43・ 49・ 51～ 59),第 8ト レンチ (50)
0                   10Cm

第刊5図 第 7・ 第8ト レンチ4号溝出土遺物実測図 (3)

d,第 5。 第 6・ 15ト レンチ出土遺物

第16図 1・ 23は緑釉陶器である。 1は軟質の大碗で、蛇の日高台を持ち、内外面に淡黄緑色の釉

薬が施されている。 9世紀中頃。23は蛇の日高台の緑釉陶器である。 9世紀中頃の京都洛北産と思

われる (1)。 2は灰釉碗である。高い付け高台である。10世紀後半。

3～ 12・ 22・ 24・ 25は 中国製白磁である。 3～ 5は碗Ⅳ類である②。 3は外面高台付近まで、

4・ 5は外面体部中程まで施釉される。 6は全形が分かる碗 XⅡ -lb類 である。内湾気味に立ち
上がり、口縁部は外反する。内面には段がある。高台は高く、畳付は平らである。外面にはヘラに

より施文される。高台と体部の境には一部施釉されない場所がある。 7は広東系合子蓋である。外

面は施釉され、ヘラによる文様がある。 8は広東系水注の注口である。 9は皿Ⅵ-1類である。体
部下半は施釉されない。loは高台が低 く厚い、皿Ⅱ― l att。 口縁部は外反し、体部内面には段が

-21-



ある。11は碗 XⅢ ―(2)b類で、口縁部は外反し、体部外面下半まで施釉される。内面にはヘラ描

き文を施す。12は皿Ⅶ-2bで 、口縁部は外面上方に伸びる。内面には櫛刀の花弁文を施す。22は皿

XI-5類 と思われ、口縁部は輪花がある。底部は碁笥底風で、施釉されない。24は碗 XI-1類

と思われる精良な破片である。口縁部はあまり厚みのない玉縁で、青白色を帯びた白色である。25

は碗Ⅳ-la類 で、底部内面に沈線がある。

13は 中国製黒釉碗で、口唇部は先細る。外面体部下半は施釉されない。14は 中国製黒釉茶入れで

ある。厚さ3mmほ どと薄 く、破片全面に施釉される。15は中国製陶器 C群の耳董Ⅲ (或いはⅣ)

類と思われる。口縁部はやや肥厚し、褐釉が施される。16は 中国製陶器 C群の責釉盤である。内面

は施釉され、鉄絵がある。

菫 藝 誹

119

第6トレンチ

、、                                      こ子

23

~7え
4郷レンチ

第16図 第 5。 第 6。 第15ト レンチ出土遺物実測図

-22-
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第17図 第 1・ 第 5'第 6。 第13。 第18ト レンチ出土遺物実測図

第16図 17～ 21は土師質土器である。 17・ 18は小形の皿、19は不、20。 21は柱状高台付皿で、いず

れも切 り離しは回転糸切 りである。

e,第 6ト レンチ 1号土坑出土遺物

第17図 1。 2は須恵器の郭である。 1は底部タト縁に高台があるもの、 2は高台がないもので、と

もに切り離しは回転糸切りである。 3は土師質土器で足高高台が付 くものである。

f,第 1・ 第 5。 第13ト レンチ出上金属製品・木製品

第17図 4・ 5は銅製品である。 4は薄い鋼板が巻かれたもので、現存長9.2cm。 幅1.4cm・ 厚さ0.5

cmである。断面形は刀子状を呈しており、内部には木質が僅かに残る。表面には「南無妙法蓮華経」

という文字が見える。 5は現状では大きく変形しており、幅0.4cm・ 厚さ0.2cmである。両端は九く

窄まっている。

6は鉄製品である。両端が鈎形に曲がるもので、先端は約90° に近い角度で互い違いの方向を向

いている。長さ15.2cm。 幅0.5～ 0.7cmである。

7～ 13は木製品である。7は現存長8。 9c皿 °幅1.lcm・ 厚さ0.4cmで、先端が欠損しているが、全体

に丁寧な面取りがなされており、端部に円孔が穿たれている。 8～ 11は曲物底板の破片で、厚さは

0.5～ 0,8cmである。このうち10は側縁の両端が遺存しており、復原すれば径10cm程度になるものと

思われる。木取りはいずれも板目取りである。12は火鑽板である。両端は欠損しているが、幅1,7

cm。 厚さ0,7cmで、両側に間隔を置いて切欠きを入れ、火鑽杵を回転させた火鑽臼を上面に残して

いる。火鑽臼の断面は半球形で、内面が黒く炭化している。13は径2.lcmの棒状のものである。一

方を欠損するが、先端はやや窄まっており、全体に丁寧な面取りが見られる。

-23-



(2)平成12(2000)年 の調査

史跡公園西側に第16ト レンチ、南西側の旧河道とみられる低地に第 17。 第18ト レンチを設定した。

第16ト レンチは地形の都合上、 2本 としたので計 4個所について調査を行った。

第16-1ト レンチ 2m× 14mで東西方向に設定した トレンチである。耕作土を除去すると、

すぐに地山が検出された。調査区の西側で径20cmほ どの小さなピットと溝状の遺構が確認された。

遺物から古代末または中世の遺構と見られる。

第16-2ト レンチ 2m× 8mで東西方向に設定した トレンチである。西に向かって傾斜 して

おり、西半部では地山は検出できなかった。調査区中程に灰褐色砂礫による畦状の高まりがあり、

西側には暗責掲色砂礫層が見られる。この層の上部で白磁・土師質土器が出上している。河川流路

拗  1耕作土
2暗灰掲色粘質土
3自黄色粘質土

第16‐ 1トレンチ

日湘e9璧 И と
』識O写豊単剥 9

(9尋殺Ω)千銹撃写口M9
(ヽ 1● 怒々迎W?Ю r,日C)千写母茎M'

(営尋e ヮニη〉回苺苺)千 9雛筆鞘 g
TJ構 |

―
―

_ 第17トレンチ

(ヽ W平叫封土剖0日半日)T9建望割 9
(●尋〉誓e畔 )千勇¢9Mと

T郎瑞9M割 9
(ItttW砲 ヽヽ馘「

,出し解引解T)T勇瑞9M塁剥 9
(ワい2C,P剤 0日平日1)T聾 破9璧И

'T必撃9筆Mtt G
(選尋e ?罫働秘)T醤瑞9髪ME~~               

千謗構 :

,耕作上
2暗書灰色粘質土
3灰白色砂質土
4明黄褐色砂質土 (礫多く含む)
5灰色細砂蝶含まない
6灰掲色砂礫層
7灰褐色砂礫含む
8青灰色級砂 (ラミナ状)

第18トレンチ

4m

第18図 第16～第18ト レンチ遺構実測図

理
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の肩部にあたるものと見られる。

第17ト レンチ 2 m X12mで東西方向に設定したトレンチである。灰茶色粘質土の下面で水田

跡が検出されているが、近世 。近代陶磁器が出上しており、現水田の前のものと考えられる。

第18ト レンチ 2m× 10mで南北方向に設定した トレンチである。遺構は見られなかったが、

灰褐色砂礫層の中から須恵器、白磁、柱状高台付皿、木製品が出土している。このうち、第17図 14

は櫛の破片で、赤漆の文様が両面にある。15'16は 板材で、15は短冊形を呈 しており、長さ9.8

cm。 幅1.5cm。 厚さ0.5cmで ある。

(3)平成13(2001)年 の調査

本調査区の西側の広がりを確認するため

に、第19,20ト レンチを設定した。また、

日岸田地区や樋ノロ地区など遺物が採集さ

れている地点や、推定柾北道の遺構を確認

するために第21～ 25ト レンチを設けて調査

を行った。

第19ト レンチ 2m× 6.2mで東西方向

に設定 した トレンチである。表土下0.4m

のところで石敷が検出されている。石敷は

調査区西端から4mの範囲で確認され、西

側に緩 く傾斜している。

出土遺物には須恵器杯・壷・鉢がある。

第20図 5は郭で、高台はついておらず、回

転糸切 り痕が残る。 6は高台のある郭であ

る。10は短頸壺で、内面に漆が付着してい

る。11は把手付の鉢で、横方向に把手が付

いている。

第20ト レンチ 2m× 20mで東西方向に

設定 した トレンチである。表土下0.4m～

0.6mの ところで石敷が検出されている。

石敷は6mの幅があり、西側に向かって傾

斜 している。石材は西側の深嗅部分では人

頭大の大きめな石が使われているのに対し

東側は比較的小さい石が目立った。石敷の

西端は第19ト レンチで確認されている石敷

の西端から真北に当たる位置にある。調査

区東側は責褐色粘質土の地山が見られ、土

坑状の遺構が掘 り込まれている。これに対

し、調査区の西側は灰色系砂層と、黒掲色
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または青灰色粘質上が互層状に堆積 しており、旧河道または池であった可能性が高い。したがって、

石敷は護岸施設であることが考えられる。

昭和44(1969)年 の一貫尻調査区は、第19・ 20ト レンチの北側に設定されており、同様に南北に

廷びる石敷とその西側で窪地が確認されていることから、その廷長線状にあたる遺構と考えられる。

出土遺物としては、須恵器蓋郭・壷 。転用硯、白磁椀・皿、瓦、木製品がある。

第20図 1～ 3は不蓋で、いずれも輪状つまみが付 くものである。 1,2は頂部に回転ヘラケズリ

が入るが、 3はカキメである。 4は杯身で、外傾する体部をもっており、内面に僅かに漆が付着し

ている。 7・ 8・ 9は壼底部である。 7の底部は回転ヘラケズリ、 8は指頭圧痕が残っており、 9

は回転ナデ調整されている。また、 8は内面には漆、外面底部の高台内側には墨が付着している。

これは本来漆壼として使用されていたが、破損後底部を転用硯にしたものと考えられる。12は甕片

であるが、周囲を楕円形状に丁寧に打ち欠いており、現状で長径 12.5cm・ 短径10.5cmである。内面

の同心円状当て具痕は表面がよく磨減しており、転用硯とされていたものと思われる。

13・ 14は木製品である。13は欠損のない完形品で、長さ15 8cm・ 幅0.5～ 0.8cm・ 厚さ0 3cmである。

狭い側の端部は尖 り、広い側の端部は面取 りがある。表面には削った痕が残り、中ほどには利器の

刃が入った痕跡がある。14は一方が欠損しているが、現状で長さ13.2cm。 幅2.5～ 3.Ocm・ 厚さ07～

0.9cmである。全面に丁寧な加工痕が残っている。

´

                                             〔

3

締  14

第19トレンチ(5・ 6・ 10。 11)

12

0

第20トレンチ(1～ 4・ 7～ 9・ 12～ 14)

第20図 第19。 第20ト レンチ出土遺物実測図
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第21ト レンチ 日岸田地区で、東西方向に2m× 5mで設けた トレンチである。耕作土を除去

するとすぐに遺構面が現れ、北西から南東方向に伸びる幅0,8mほ どの溝と、その北東側で幅0.2m

ほどの細い溝が確認された。遺構の埋土は、土器片と炭が多 く含まれる暗茶褐色上である。こうし

た状況から見て、付近の遺構の遺存状態は非常に良いものと思われる。

出土遺物としては、須恵器蓋杯・皿・壼蓋 。硯、土師器皿、白磁椀、土師質土器柱状高台付皿な

どがある。第22図 1は須恵器杯蓋で、宝珠つまみが付いている。 2は須恵器短顎壼などの蓋と見ら

れる。 3は須恵器皿、 5は須恵器杯で、底面に回転糸切 り痕が残っている。 4は土師器皿で底部の

周囲に回転ヘラケズリがあり、内外面に赤褐色顔料が塗布されている。 6。 7は須恵器皿で高台が

付いてお り、 7の底面には回転糸切 り痕がある。 8は須恵器円面硯の脚部で、透孔が見られる。

9。 loは土師質土器柱状高台付皿で底面に回転糸切り痕がある。

第22ト レンチ 樋ノロ地区で、東西方向に 2× 10mで設けた トレンチである。耕作土を除去す

るとすぐに遺構面があり、比較的大きいピット (上坑?)や溝状の遺構が確認されている。

出土遺物としては、須恵器郭・皿・壷・平瓶・硯 。土錘などがある。第22図 H～ 13は須恵器杯で、

11・ 12が無高台、13は高台が付 くもので、いずれも回転糸切 り痕が残る。14は須恵器短頸壼である。

15は須恵器平瓶の把手で、丁寧な面取 りがある。16。 17は須恵器視の脚部片と見られる。18は土錘

で、現状で長さ5.5cm・ 径 1.8cmで ある。

第n3ト レンチ 苗代田地区で、東西方向に2× 10mで設けた トレンチである。江北道を確認す

るために、第24ト レンチとともに推定柾北道の東西に設定した調査区である。調査した時点では湧

水があり、十分な調査ができなかったが、耕作上下0.4mほ どのところで、杭列と灰色砂礫層が確

認された。抗列はほぼ磁北方向を向いており、砂礫層にはよく締まり回い部分もあったが、調査範

囲内では道とは断定できなかった。

出土遺物としては、須恵器杯・壷があり、第22図 19が杯、20が高台の付 く壼底部である。

なお、調査中に地主である松浦俊雄氏より、苗代田で採集された玉筋砥石 (第22図28)の提供を

受けた。長さ33cm。 幅10～ 17cm・ 厚さHcmで、一面のみ剥離し欠損 しているが、残る三面には研磨

作業の痕跡がある。溝は一面に3～ 4条あり、石材は流紋岩である。

第24ト レンチ 領拝地区で、東西方向に 2× 10mで設けたトレンチである。調査時点で湧水が

あり十分な調査ができなかったが、耕作上下0.5mほ どのところで暗灰掲色砂礫層が確認され、調

査区西側では幅0.6m。 高さ0.2mほ どの畦状の高まりが見られた。

出土遺物としては、須恵器杯 。土師質土器柱状高台付皿がある。第22図 21・ 22は須恵器杯で、21

は高台があるもの、22は無高台で底部に回転糸切 り痕がある。23は土師質土器柱状高台付皿で、底

部切 り離しは風化のため不明である。

第25ト レンチ 天間田地区で、南北方向に 2× 5mで設けた トレンチである。耕作土下0.6～ 0.8

mの ところで暗灰色砂質土層に達する。その上では比較的大きい石がまとまって検出されているが、

調査範囲の中では遺構と断定することはできない。

出土遺物には、黒曜石剥片、須恵器蓋郭、白磁、土師質土器などがある。第22図24は須恵器杯蓋

で、口縁にかえりが付 く。25は須恵器杯身で口縁にかえりが付 く。焼き歪みが見られる。26は 白磁

椀Ⅱ類である。内面は施釉されているが、外面には釉が及んでおらず、化粧上が見られる。27は土

師質土器杯の底部で回転糸切 り痕がある。
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1耕作土層 2暗灰掲色土層 (土器片を多く含む)

第21トレンチ

〃
1耕作土層    3暗 黒褐色粘質土層
2黒褐色粘質土層  4暗 灰色砂質土層

⑩  ム̂僕郁 ∂

第25トレンチ

1耕作土層  3灰 褐色粘質土層
2暗灰色土層 4晴灰掲色粘質土層

1耕作土層 2淡灰褐色土層 (炭・土器含む)

5灰褐色砂質土層  7灰 色粘質土層
6灰色砂礫土層 (一部灰色粘土ブロック、良く締まる)

第23トレンチ

7.2m

第22トレンチ

第24トレンチ
1耕作土層   3灰 褐色粘質土層
2暗灰色土層  4暗 灰掲色砂礫土層

0                     4m

第21～第25ト レンチ遺構実測図
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第 4章 本

第 1節 調査の概要
本調査は、範囲確認調査の結果、古代の大形ピットや南北方向に延びる溝が確認された第 8・

9・ 10ト レンチがある史跡公園北側で実施した。調査区は3つの畦畔で区切られているため、便宜

的に西から1区・ 2区・ 3区 。4区 と呼称することし、遺構の実測や遺物の取り上げにあたっては

範囲確認調査の際に設定した区割りを使用した。

検出された遺構は、古墳時代中期、奈良時代～平安時代前期、平安時代後期に大きく分けられる。

古墳時代中期の遺構は、奈良・平安時代の遺構と重複するため充分な調査が行えなかったが、竪

穴住居跡 2棟、溝 2条、土坑 4基などが確認されており、集落の一部にあたっているものと考えら

れる。6,7号溝は南西から北東方向に延びるもので、 6号溝が中期前半、 7号溝が中期後半のも
のである。竪穴住居跡は時期は明確ではないが、平面形が方形を呈しており、辺の方向を6・ 7号

溝と同様に南西から北東方向に揃えて配置している。土坑はいずれも中期前半のもので、このうち

大形の 2。 3号土坑は長軸をやはり南西から北東方向に置いている。土坑の出土遺物には、土師器

甕・高郭の他に軟質土器奏・甑、円筒形土器、陶質土器系統の高杯・器台・椀・狙が含まれている

のが特徴で、軟質土器炊飯具を伴う点から見ると、集落内には渡来系住民がいたことも想定できる。

奈良時代～平安時代前期の遺構は、前半と後半に大きく2つ に分けることができる。前半は南北

に主軸をもつ掘立柱建物跡の段階で、2,7・ 8号建物跡、 3。 4号溝、 5号土坑などがある。掘

立柱建物跡のうち、 7・ 8号建物跡は重複しており、これらと2号建物跡の関係をみても主軸以外

には規格的な配置は認められない。溝は 7・ 8号建物跡の東側で 2条が確認されており、 3号溝が

先行し4号溝に代わるものと見られる。また、 5号土坑は大形の土坑で、底面に円礫が敷き詰めら

れており、その上で鹿頭骨・刀形代 。曲物 。かご。斎串・須恵器などがまとまって出上したことか

ら、祭祀遺構と考えられる。

後半は東西に主軸をもった大形建物の段階で、 1。 3。 4号建物跡、4号溝、 7・ 8・ 15・ 16号

土坑などがある。建物跡のうち、 1号 と4号建物跡は辺を揃えて東西に並び立つ位置にある。当初

は掘立柱建物として建設され、後に礎石建物として同じ場所に建て替えられており、4号建物跡で

は礎石根石の下にクリ材の大い柱根がそのまま残されていた。また、 1・ 4号建物跡は、建て替え

に際して四面廂付き建物とされたようで、 4号建物跡の廂は4号溝の埋土を掘り込んで造られてい

る。 3号建物跡は北辺が 1・ 4号建物跡の南辺と揃う位置に配置されており、切り合い関係から5

号土坑の後に造られたものであることが明らかである。 7・ 8,15。 16土坑は 1・ 4号建物跡の周

囲に位置するもので、多量の上師質土器の他、須恵器、緑釉陶器が出上しており、両建物が廃棄さ

れた際に営まれたものと見られる。

平安時代後期の遺構は、1号井戸跡、8号溝がある。1号井戸跡は正方形の井戸枠が残っており、

内部より上師質土器、白磁の他、下駄が出上している。 8号溝はトレンチで部分的にしか確認して

いないが、東西方向に延びる浅い溝である。この段階の遺構は、明確なものは少ないが、井戸や溝

が存在することから何らかの施設群があったことも想定され、今回の調査では明確にできなかった

が、比較的径が小さいピット、柱根のいくつかが当該期の建物跡になる可能性がある。

調 査
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第 2節 古墳時代の遺構・ 遺物

古墳時代の遺構は、 1区で 1号竪穴住居跡・ 6号溝 。2号土坑・ 3号土坑、 2区で 2号竪穴住居

跡、 3区でH号土坑・12号土坑、 1～ 3区にわたって7号溝が確認されている。調査区のほぼ全域

で遺構が検出されている点や、北側の第 2ト レンチなど少し離れた地点にも見られることから、古

墳時代中期の集落が周囲に広がっているものと考えられる。

調査にあたつては、奈良・平安時代の遺構と重複があるため、 トレンチ調査を主体とし遺構の規

模や時期を把握する程度に留めたが、 3基の上坑 (2・ 11・ 12号土坑)については、内部を完掘す

ることとした。

(1)1号竪穴住居跡

1区の北西側に位置する竪穴住居跡である。同時期の遺構との関係は2号竪穴住居跡が東に12m、

6号溝 。3号土坑が南東に7mの地点にある。

平面形は方形をなすものと思われ、確認された北東辺は長さ4.7mである。住居の壁は北西から

南東方向を向いており、 6。 7号溝と方向を揃えて営まれている。北側隅に設けたトレンチでは、

深さ20cmほ どが残存しており、床面には壁に沿って幅14～ 18cm・ 深さ6 cmの溝が回つていることが

確認されている。埋土は上層より灰褐色土層 。明黄灰色砂質土層・暗灰色粘質土層の3層である。

(2)2号竪穴住居跡

2区の北西側に位置する竪穴住居跡である。平面形は方形をなすものと見られ、一辺 4～ 4.5m

である。住居の北辺は北東から南西方向を向いており、 1号竪穴住居跡と同様に 6・ 7号溝と方向

を揃えたものと思われる。内部の調査は行っていない。

7号溝 トレンチ

1耕作上
2黄灰色土属 (炭を少し含む)
3暗責灰色土層 (炭を少し合む)
4灰掲色土層 (炭を多く含む)
S暗黄掲色砂質土膚
6黒褐色土層 (炭、土器を含む)
″黄茶褐色土層
8黄褐色粘質土層
9皓灰褐色粘賓土層
lo黒色褐色土属
11灰褐色粘質土層
12反色土層

2号土筑 7号溝

第24図 調査区西半部の古墳時代遺構実測図
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1号建物跡
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第25図  1号竪穴住居跡遺構実測国

(3)6号清―

遺1構  1区め南西4Rllの トレンチで確認された溝である.。 同時期の遺構との関係は3号上方とは

切り合っており、2号土坑―とは南側でほ蔭接し、7号溝は南側4mでは蔭平行に並ぶ位置にある。

6号溝は南西から北東方向に延びており、隣接する7号溝が北東方向に続くことからすると、同

様にさらti延びる可能性 考ヽえられる。規模は、幅1,4m.深さは現状で(路～0,4mである。

3号1土坑との切り合い関係を見ると (第2ケ図)、 6号溝の埋土である灰褐色粘質土層・責灰色砂

質土層i暗灰褐色粘質_LEを、3号土坑の理上が切うていることから、6号溝→3号土坑の順に営

まれていることが現らかである。

出土遺物 土師器甕がある。226図11は器壁が厚く、外面に鈍―Vヽ稜をもつ複合日縁を有している。
12は「く」の字形に屈曲した日縁をもつもので、口縁端

1部
がやや肥厚している。1調整は前者の胴部

内面―にヘラケズリー、後者の胴部外面にハケメ|が僅かに残っている。

(4〉 7号溝

遺 構 1区 |の高西部から3区北東部べ直線的-1こ延びな構である.。 周囲の遺溝との関係は、 1‐区
の2。 3号土抗が北側に主軸を揃えて接して|おり、3区の11・ 12号土坑は南東2mの ところにある。

7号溝は現在確認されている長さが54m・ 幅1.8～ 2.8mで、深さは1区に設定したドレンチによ

れi鋤.5～0,mほどが残っている。

埋土は1区Allllつ トレンチでは、上層から暗黄灰色土層 (炭を少し含む)・ 灰褐色土層 (炭を多

く含む)の 2唐、■―区調1査区南壁沿いのトレンチでは上層か―ら暗黄灰色土層 (濃を少し含む)・ 黒

褐色土層 (炭・土器を含む).灰褐色粘質土層の3層である。

出土造物 土師器甕・高然・甑、1須恵器蓋郊・重・隠がある。
226図 1・ 2は土師器甕で、ともに「く」の字形に屈曲した口縁を・もつも|のである。1は日縁端
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6号溝 (11・ 12),7号溝 (1～ 10)

第26図  6号清・

部が外反しているのに対し、2は口縁が内湾している点に違いがある。3～ 6は土師器高郭である。

このうち、 3は杯部外面に弱い段がつくもの、 4は杯部が椀状に九みを帯びたものである。 3の邦

部内面にはハケメ調整ののち、放射状に暗文が施されている。 5・ 6は脚部の破片であるが、郭部

外面に僅かに段が認められる。調整は 3・ 4・ 6の脚部外面にヘラミガキ、 5。 6の脚部内面には

ヘラケズリが施されており、 3の杯脚接合部と脚端部内面には指押さえの痕跡が残っている。 7は

土師器甑の把手で、棒状の突起を巻き込むようにして成形されていることが分かる。調整は裏面に

ハケメが認められる。

8は須恵器杯蓋である。日縁端部が外反するが、頂部との境には明瞭な稜をもっている。頂部外

面には丁寧な回転ヘラケズリ調整が認められる。 9は須恵器壼または速の頚部と見られるもので

ある。外面には 1条の沈線と上端に段が残っており、波状文が 2段にわたつて施されている。10は

須恵器遂である。口縁端部を欠くがほぼ完形品で、頸部は短 く、円孔の穿たれた胴部は肩がよく

張っており、九底を有している。文様は口縁と頸部にそれぞれ波状文、肩部に2条の沈線とその間

に波状文が入つている。調整は胴部下半にカキメ、底部は指押さえののちナデられている。

11

7号溝出土遺物実測図

0                     10Cm
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(5)2号土坑

遺 構  1区南西部に位置する土坑である。周囲の遺構との関係は、 6。 7号溝がそれぞれ南北

に近接 しており、 3号土坑は北東 lmの位置にある。

平面形は不整な隅丸方形または楕円形を呈しており、主軸を北東から南西方向に置いている。規

模は長さ4m・ 幅 3m前後で、深さは約 lmである。埋土は下半に黒色～灰色系粘質土 (暗灰褐色

粘質土層・黒色有機質土層・黒色粘質土層)が堆積 しており、その上に災・土器片を含む黒褐色土

層 。灰褐色土層 。責茶掲色砂層 。黄褐色粘質土層が見られる。埋土中に含まれる遺物は上層は小片

が多いが、下層の粘質土中では破片が大きなものが検出されている。

出土遺物 土師器甕 。小形丸底壼・高杯・土錘、軟質土器甕・甑、円筒形土製品がある。

第28図 1～ 5は土師器甕で、 1～ 3の ように口縁外面に鈍い稜や屈曲をもち複合口縁の名残りを

留めるものと、 4・ 5の ように「く」の字形に屈曲した口縁をもつものがある。調整は胴部外面は

ハケメ、内面はヘラケズリで、口縁内外面にハケメを残すものも認められる。 6は小形丸底壷で外

面にハケメ、胴部内面はヘラケズリである。 7は脚がつく小さい胴部をもつものである。

8～第29図 27は土師器高杯である。 8～ 10のように杯部外面に明瞭な稜をもつものと、11～ 19の

ようにもたないものがあり、後者の中でも11。 17・ 18の ように全体に九みを帯びるものと、12～ 16

のように口縁が外反するものもある。杯部には、 8。 H。 12・ 13。 16の ように放射状の暗文をもつ

もの、 9。 14の ように内外面に斜格子状に暗文をもつものがあり、18は内外面に赤色顔料が塗布さ

れている。脚部は21に 4方向の円形透孔と杯部に向けて穿子とが見られる。また、26は脚端部に指頭

圧痕が残る他、放射状に緩が見られることから、下半を型作り成形したものと見られ、端部のヘラ

ケズリはこうした成形手法に対応したものと考えられる。調整は杯部内外面にハケメ、脚部は外面

にヘラミガキ、内面にヘラケズリとハケメが認められる。

28は土錘である。長さ10.7cm・ 径5,2cm・ 重さ306.6gと やや大形で、径0。 7cmの円孔がある。

29～ 31は軟質土器である。29は甑で、小片ながら底面に円孔 5つが残っており、平底多孔タイプ

のものと見られる。調整は外面上部に格子タタキ、下半にヘラケズリがある。30・ 31は長胴甕の体

部と見られ、外面は格子タタキ、内面は無文当て具痕である可能性がある。

32は 円筒形土製品である。上部は欠損しているが、底部にかけて大きく開く器形をもっており、

底径45cmと推定される大形品である。調整は外面はハケメ、底部付近はヘラケズリで、内面には粗

いナデが見られる。内面下半には煤が付着している。

(6)3号土坑

遺 構 1区中央南側に位置する土坑である。周囲の遺構との関係は、 6号溝と切り合い関係が

あり、 7号溝は南側にほぼ接する位置にある。 2号土坑は南西 lmの位置にある。

奈良時代の遺構と重複しているため土坑の内部は調査していないが、平面形は不整な楕円形を呈

しており、主軸を北東から南西方向に置いている。規模は長さ7m。 幅4m前後で、深さは東側の

トレンチでは約 lmである。埋土は大きく見ると上層から灰褐色土層・責褐色土層・暗灰褐色粘質

土層・黒掲色粘質土層の順に堆積している。

出土遺物 土師器甕・高郭、陶質土器系の高郭がある。
第29図 33～ 35は土師器である。33は外面に鈍い稜をもつ複合口縁の甕で、端部は内側に肥厚して
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24            25

21号土坑  (17´-32)、  3弓号土坑 (33-36)

第29図  2号・ 3号土坑出土遺物実測図
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いる。調整は頸部内外面にハケメが見られる。34・ 35は高杯で、ともに外面に鈍い稜をもっている。

内面はともに放射状の暗文が施されており、35の外面にはハケメ調整が見られる。

36は陶質土器系の高郭口縁部と見られるものである。外面には 1条の細い突帯が付いており、外

面には回転ヘラケズリが施されている。

(7)11・ 12号土坑

遺 構 1区北東側に位置する土坑である。 2つの上坑が重複して営まれているが、出土遺物に

接合関係が見られ一連の遺構と考えられる。 1区から延びる 7号溝は、北西 2mの ところにある。

平面形はともに不整な円形または楕円形を呈しており、11号土坑は長径2.6m・ 短径2.2m、 12号

土坑は長径2.4m・ 短径1.5mで、深さは浅く10～ 12cm程度である。埋土は暗灰掲色土層である。

出土遺物 土師器甕 。壼・高邦、陶質土器または初期須恵器の高杯・饗・器台がある。

第31図 1～ 8は土師器である。 1・ 3は甕、 2は壼で、 1・ 2は外面に鈍い稜のある複合口縁を

もっているが、 3は「く」字形に屈曲した単純な口縁をもつ。調整は 1の胴部外面にハケメ、 1・

3の胴部内面にヘラケズリが見られる。 4～ 8は高杯で、lTh部は4の ように九みをもつものと、 5

のように外面に稜をもつものがある。 4は郭部と脚部の接合部に棒状工具による刺突痕があり、 7

は杯部から脚部に向かって粘土充填痕が認められる。 8の外面には暗赤褐色顔料が塗られている。

調整は4の郭部外面にハケメ、 6の内面にケズリ、 8の内面には指押さえが見られる。

九
        キ旨

1黄灰色土層
2暗灰掲色土層 (炭化物、土器含む)~≦

墓 璽 垂 璽 垂 垂 垂 垂 垂 嚢

0                    2m

第30図 11号 。12号土坑遺構実測図
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9～ 14は陶質土器または初期須恵器である。 9は緩く外反する高杯口縁部で、口縁外面は浅いカ

キメ、下半は浅いケズリである。10は高杯脚部で、外面に2条の稜線を巡らせ、その間に長方形 3

方透孔 2段が交互に施されている。Hは紐で、把手は欠損しているが、やや外傾 しながら立ち上

がる外部と平底をもつ。外面には上段に 2条、下段に 1条の突線が付いている。12～ 14は器台で

ある。12は口縁部で、外面に突線と6条 1単位の櫛描きで組紐文が施されている。13・ 14は脚部で、

13は 2条突線の下に波状文が施されるが、14は突線 1条の他は無文で、両者とも三角形透孔を有す

る。

ヽ げ

鯵萎ヽ 、

0                    1 0cm

11号・12号土坑出土遺物実測図
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第 3節 奈良・ 平安時代の遺構・ 遺物

奈良・平安時代の遺構は、 1～ 2区にかけて 1号建物跡、 3～ 4区にかけて4号建物跡、 1区で

5号溝、 6・ 14・ 16号土坑、 1号井戸、 2区で 2号建物跡、 4・ 13号土坑、 3区で 3・ 5・ 6号建

物跡、 5・ 7・ 8・ 9。 10号土坑、4区で 7・ 8号建物跡、 3。 4号溝、15号土坑が確認されてい

る。また、本調査区北側への遺構の広がりを検討するために3区の北側を拡張して設けたトレンチ

内では8号溝が検出された。

発掘調査にあたっては、保存を前提としているため遺構の平面確認または半裁に留めたものもあ

るが、遺構の時期・
Jl■格などを検討する上で必要と考えられたものについては完掘している。

(1)1号建物跡

遺 構 1区から2区の北西側にかけて検出された建物跡である。同時期の遺構との関係は、東

西方向の軸をほぼ揃えている4号建物跡が東40m、 3号建物跡が東20m、 第20ト レンチで確認され

ている石敷護岸施設は西13mの位置にある。

建物は南北 2聞・東西 5間の身舎四周に廂が付くもので、南北軸は座標方位北より1度ほど束を

指している。規模は身舎が南北5,6m。 東西13.2m・ 面積は73.9♂で、廂部分を含めると南北13.2

m・ 東西20.4m。 面積269♂ となる。身舎の柱間は梁行が2.8m。 桁行は2.6m、 身舎と廂の柱間はや

や長く3.6mで ある。

身舎の柱は南東隅の 1つ を除いてP.1～ P。 13が検出されている。柱にはそれぞれ礎石根石が残っ

ていたが、礎石はほとんど抜き取られており、僅かに北東隅のP.8で円形の柱座を設けた礎石が、

原位置から動かされ一部割られた状態で確認されている。根石の下には、隅九方形または不整な楕

円形で、長さ1.4～ 1.8mと 大きめの掘り方がある。P,13で断ち割り調査を行ったところ0.6mほ どの

深さで、底面まで人頭大の石が入つていることが確認された。これは後述する3号建物跡の掘立柱

抜き取り痕や、 4号建物跡の掘立柱根巻き石の検出状況と類似しており、 1号建物跡は本来掘立柱

建物であったが、後に柱が抜き取られ礎石建物として同じ場所に建て替えられたことを窺わせる。

廂の柱穴は、一部うまく確認できなかったところがあるが、径0.5mほ どの円形または楕円形で掘

立柱であったものと思われる。

遺物出土状況 遺物は柱穴で検出されたもの (第33図 1～ 10)と 、P.7の南側にまとめて置かれ

ていたもの (11～ 17)がある。前者はP,2よ り出土したものが 8、 P.3が 1、 P.6が 6、 P,7が 5、

P,10が 2・ 7、 P.11が 9・ 10、 P.12が 3・ 4である。後者はP.7の南側に接する位置にあった小さな

礫鉄の上で検出されたものである。 (写真図版19-3)礫敷の北側がP,7の根石により切られている

点からすると、掘立柱建物の段階にまとめて置かれていたものである可能性が高く、 1号建物跡の

創建期を示すものと考えられる。

出土遺物 須恵器蓋杯・皿・高杯、土師質土器杯がある。

第33図 1～ 4・ 11は杯蓋である。 1・ 2・ 4・ 11は口縁端部が僅かに屈曲するもの、 3は端部が

やや反り上がるもので、頂部の高さは2の ように低いもの、Hのように高いものがある。つまみは

11のみ遺存しており、宝珠つまみである。調整は1を除き頂部に回転ヘラケズリが見られる。

5。 6。 12。 13は無高台の郭身である。 5・ 12・ 13は丸みを帯びた体部と、口縁端部が僅かに屈

曲する特徴をもっており、底部の残るものはいずれも回転糸切りである。 7・ 8は高台付の郭身で

ある。やや九みのある体部を有しており、 8は高台内に回転糸切り痕を残す。
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第33図  1号建物跡出土遺物実測図

14～ 16は皿で、14は無高台、15。 16は高台が付 くものである。14は外傾する口縁をもつが、15。

16はやや外反しており、16の内面には僅かに段が付 く。底部はいずれも回転糸切 りである。17は高

必脚部と見られ、内外面にしぼり目を残す。

9,10は土師質土器必で、底部に足高高台が付いている。

(2)2号建物跡

遺 構 2区の中央やや南寄りで確認された建物跡である。同時期の遺構との関係は、 5号土坑

が東23m、 7・ 8号建物跡が東37m、 4号溝が東45m、 第20ト レンチで確認されている石敷護岸施

設は西31mの位置にある。

南北 3間 。東西 2間の掘立柱建物で、南北軸は座標方位の北を指している。規模は南北8.6m。

東西5,4m・ 面積は46.4ぽで、柱間は2.6mである。柱穴はP.1～ P.10ま での計10個すべてが検出され

ている。柱穴は不整な円形または楕円形を呈し、径0.8～ 1.4m前後、深さは0.4～ 0.6mと 比較的浅い。

P.8。 P.9'P.10に は柱の基部を固定するために入れられた根巻き石が残っている。埋土はP.1・ P,2、

P.4～ P.7の柱穴中央に炭・焼土を多く含んだ黒灰褐色粘質土が入っており、柱の抜き取 り痕と思わ

れる。

なお、P.3と P,10(第 47図 4)では北西方向を向く長方形状に加工された柱根が検出されている
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が、主軸が 2号建物跡とは異なるので、これに伴うものとは考えがたい。2号建物跡の北西側では、

やはり北西方向を向く長方形柱根が 2区P,4(第46図 ・第48図 5)が確認されており、性格は不明

であるが、一連の遺構であることが想定できる。柱材はP。 10。 2区P,4と もヒノキ属であつた。

遺物出土状況 遺物はすべて柱穴で検出されたもので、P,1よ り出土したものが第35図 1～ 6。

7・ 9～ H・ 13・ 14、 P.5が 12、 P.10が 8である。建物の北東隅にあたるP,1よ り須恵器が比較的ま

とまって出上している点が注意される。

出土遺物 須恵器蓋杯・皿・硯、土師器甕がある。

第35図 1。 2は須恵器蓋である。ともに口縁端部が僅かに屈曲するもので、 2は復原口径が8.4
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第35図  2号建物跡出土遺物実測図

cmと小さいことから郭以外の器種の蓋とも考えられる。つまみは欠損しているが、 1の頂部には回

転ヘラケズリが見られる。

3～ 6は無高台の杯身である。いずれも丸みのある体部をもつが、 4は口縁端部が僅かに屈曲し

ている。底部の切り離しは 3・ 5。 6が回転糸切 り、 4がヘラ切 りである。 7・ 8は高台付きの杯

身底部で、 7は回転糸切 りが残る。

9～ 11は皿である。 9。 10は口縁が大きく外傾し浅いのに対 し、11はやや口縁の外傾度が弱い。

底部の切 り離しは、いずれも回転糸切 りである。12は杯または皿の小片で、外面底部に一字分の墨

書がある。「司」のようにも読めるが、断定することはできなかった。底部の切り離しは回転糸切

りである。

13は硯脚部と考えられる小片である。外面には稜をもっており、その上に透子しの一部が僅かに残

っている。透孔の周囲は面取りされている。

14は土師器甕である。「く」の字形に屈曲した単純な口縁部をもつもので、外面肩部と口縁内面

にハケメ、胴部内面はヘラケズリである。
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(3)3・ 5。 6号建物跡

3号建物跡 3区の南西部で確認された建物跡である。同時期の遺構との関係は、 1号建物跡が

西20m、 4号建物跡が東 7m、 4号溝が東24m、 第20ト レンチで確認されている石敷護岸施設は西

46mの位置にある。また、 3号建物跡のP.6は 5号土坑の埋上を切つており、 5号土坑→ 3号建物

跡の州買に営まれていることが明らかである。

南北 2間・東西 5間の掘立柱建物で、南北軸は座標方位の北より1度東を指している。規模は南

北5.2m。 東西12.Om・ 面積は62.4ドで、柱間は2.4mである。柱穴はP。 1～ P。 14ま での計14個すべて

が検出されている。柱穴は不整な円形または楕円形を呈しており、径 1.0～ 1.8m前後、深さは0.5～

0,8mである。柱穴には柱の基部を固定するために入れられた根巻き石が残っているものが多 く、

柱の抜き取 り痕と見られる壁土・えを多 く含んだ灰色系粘質上が埋土となっている。また、P.4で

は礎板状の板石とその上に端部が斜めに加工された木材 (第 48図 8)が柱穴底面で検出されたほか、

P,3・ P.11では柱穴埋上の上面に礎石根石が残されていた。こうした点から、 3号建物跡は本来、

掘立柱建物であったが、柱を抜き取つて礎石建物に建て替えられたものと考えられる。

なお、掘立柱の根巻き石などとして、P.11・ P.13・ P.14では玉生産用の筋砥石が使われていた。

5・ 6号建物跡 3号建物跡に重複して確認されたもので、いずれも掘立柱柱根が遺存していた。

5号建物跡は南北 1間・東西 3間分が確認されている。南北軸は座標方位の北より1度東を指し

ており、規模は南北3.6m。 東西8.4mである。P.2'P.3・ P。 4は 3号建物跡P。 12・ P,10'P.9と切り合

P3

f
◎

P3

,111

|ヨ
1灰掲色土層(整土、炭を多く含む)
2灰色粘質主層 (焼と、炭含む)__
3灰色粘質土層 (炭等多く含む)

J灰色鵜質土層 (炭、灰自色砂を含む)
3・ 灰色粘賞土層 (炭等含まなt→

4暗灰褐色■ (炭、焼上多く含む)

5暗灰色粘質土層
6灰白色砂質土属
7暗灰色主層 (炭、境■わすかに合む)

8黒色炭層
9暗褐色擁土層
10灰白e祐質土層
11青灰色禍質■層
12黒掲色土層(炭、焼■含む)
13灰色砂層

3号建物跡

―
勤 睦 垂 藝 甚 獣 騒撃 鞘 p

2灰色粘質土層 (柱痕 )

第36図  3号・ 5号・ 6号建物跡遺構実測図
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第37図  3号 。5号建物跡出土遺物実測図

い関係にあり、 3号建物跡→ 5号建物跡の順に営まれたことが明らかである。柱間はP.1・ P.2間 と

P,3・ P,4間が2.4mであるのに対 し、P.2・ P,3間 とP.4・ P.5間が3.6mで、東西方向では中央の間隔が

広いことから、門であった可能性も想定される。柱穴は0.6～ 0.8mほ どの楕円形で、深さはP,3が

0。 7mと 深 く柱根もよく残っていたが、その他は現状で0.2mと 浅く、柱根基部が僅かに残っていた。

P.2'P。 3・ P.5に は掘立柱の根巻き石が見られ、P,3。 P.4の柱材はともにカヤ属である。

6号建物跡は 3号建物跡の内側で確認されており、切 り合い関係がないことから、営まれた時期

は不明である。柱穴はP.1・ P,2の 2つがあり、周囲に支柱があったとすれば、四脚門の可能性も考

えられる。柱穴は0,7mほ どの円形で、現状は深さ03～ 0,4mと 浅く、P,1の柱材はスギである。

出土遺物 遺物はいずれも柱穴より検出されたもので、第37図 2・ 3が 5号建物跡、その他は 3

号建物跡で検出されたものである。遺物には須恵器蓋杯・皿・鉢、土師器甕、瓦がある。

1・ 2は須恵器蓋である。 1は擬宝珠つまみをもち、 2は口縁端部が僅かに屈曲している。 3～

7は無高台の杯または皿である。底部の切 り離しが分かるものはすべて回転糸切 りで、 3の口縁に

は煤が付いており、灯明皿であったことが分かる。 9。 10は高台付きのイ身で、 9は体部が直線的

に立ち上がるのに対し、10はやや丸みを帯びている。10の底部は回転糸切 りの後、粗い回転ナデで

ある。11は鉄鉢形のもので、底部は回転糸切 りの後、回転ヘラケズリである。12は土師器甕で、口

縁と肩部外面にハケメ、肩部内面にヘラケズリが見られる。

第38図 13は軒丸瓦である。中央に花文、その外側に変形唐草文帯・珠文帯をめぐらしたもので、

出雲国分寺の第三類 ①に属する。14・ 15は九瓦で、前者は玉縁部をもつもの、後者は行基式であ

る。全形が分かる15は長さ41.Ocm。 幅17.2cmあ り、凸面に僅かに縄ロタタキが残る。

＼ヽくri
一

― ―
/
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0                 20cm

第38図  3号建物跡出土瓦実測図 (1)
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0                  20cm

第39図  3号建物跡出土瓦実測図 (2)
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第40図  3号建物跡出土瓦実測図 (3)
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第38図 16～第40図 31は平瓦である。長さは21が 37.4cm・ 28が36.Ocm、 幅は最も狭い27が 24 0cm、

広い30が28.2cmで、26cm前後のものが多い。全形が分かる29は長さ36.2cm。 幅27.Ocmで ある。下面

のタタキは格子タタキ (16～ 27)と縄ロタタキ (28～ 31)がある。前者には格子・斜格子に多くの

種類があり、出雲国分寺平瓦分類 いのKA(20・ 21)・ KBl(22・ 25。 26)・ KB2(27)。 KC

(18)。 KD(19)。 KG(17)。 KH(16)、 国分寺瓦窯である中竹矢遺跡平瓦分類のKA(24)、 KD

(23)が見られる。破片数では縄ロタタキが格子タタキのものより多い。焼成は良好で須恵質のも

の (17・ 18。 20)がある一方で、その他は焼成が不良で土師質のものである。

(4)4号建物跡

遺 構 3区東端から4区にかけて検出された建物跡である。同時期の遺構との関係は、東西方

向の軸をほぼ揃えている 1号建物跡が西40m、 3号建物跡が西 7m、 第20ト レンチで確認されてい

る石敷護岸施設は西66m位置する。また、 4号溝は身舎から西 2mにあるが、廂の柱穴は4号溝埋

上を掘 り込んで設けられており、廂が付 く段階には既に埋まっていたことが分かる。

建物は南北 2間 。東西 5間の身舎四周に廂が付 くもので、南北軸は座標方位北より1度ほど東を

指している。規模は身舎が南北5,8m・ 東西13.Om・ 面積は75,4ドで、廂部分を含めると南北 12.4

m。 東西18.4m・ 面積228.2ご となる。身舎の柱間は梁行が2.8m・ 桁行は25m、 身舎と廂の柱間は

やや長く3.2mである。

身舎の柱は、畦畔があるため一部未確認であるが、P,1～ P,12が検出されている。柱にはP.2・

P.3。 P.4'P,6・ P.8・ P.9に礎石根石が残っていたが、その他のものは根石すら抜き取られた状態で

あった。このうち、地山の標高がやや低い北東側のP.8・ P。 9は よく根石が残っており、人頭大の石

が用いられている。根石の下には隅丸方形または楕円形を呈する柱穴があり、掘 り方は長さ0.8～

12m・ 深さは現状で0.6～ 1.Omで ある。柱穴の埋土は、中央で灰色粘質土化した柱の痕跡がよく観

察され、断ち害より調査を行ったP,1～ P,7・ P,10～P.12ではいずれも柱根が残っていることが確認さ

れた。柱根は径40cm程 もある太いもので、P.5'P.6。 P.7・ P.10の基部には材の運搬用に設けられた

目途穴 (えつり穴)があることも明らかになっている。柱材はP,3がサクラ属・P.6がクスノキであ

るが、その他の 8本はクリが用いられている。柱の埋土は基本的には 3層で、上層から暗褐色粘質

土・暗灰色粘質土、最下層は青灰色砂質上で、西辺のP2'P.3。 P.4で は柱と掘 り方の間に根巻き石

が詰められていた。

以上のことから、身舎は本来掘立柱建物として建てられ、後に同じ場所に礎石建物として建て替

えられたものと見られる。また、建て替えにあたっては柱を抜き取らず、接地面で切断していたこ

とが明らかとなった。 1号建物跡・3号建物跡と比較して柱穴が小さく、隅九方形または楕円形と

整っているのは、柱を抜き取らず切断していることによるものと思われる。

廂の柱穴は、一部判然としない部分もあるが、南辺と東辺を中心に確認されている。このうち、

P.13'P.14は 4号溝埋土を掘 り込んで設けられており、大きさは前者が長径 1,3m、 後者が長径0.8

mである。これは南辺のP,15～ P.17が径0.4～ 0.5mと 比較的小さいのと対照的であるが、断ち割 り

調査を行ったP,13では径18cm程の柱の下に礎板 (第48図 7)が敷かれており、溝の埋土を意識した

措置が取られたためと思われる。P,13の柱材 (第48図 6)は ヒノキ属で、身舎の柱材が広葉樹で構

成されていたのとは異なっている。
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1暗撮色消質土層    a
2暗灰色お質土層 (演化物含む)
0青灰色砂質土層
4灰色消質土層

0             4m

第41図  4号建物跡遺構実測図
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遺物出土状況 遺物はいずれも身舎柱穴で検出されており、P.1よ り出上したものが第42図 10、
P。2が 2 ・ 3 ・ 7 ・ 8、 P.6が 9 ・13、 P.効 1ゞ2、 P,8が 6、 P,10が 5、 P.11が 4 ・11、 P.12が 1で乏らる。

このうち、P.6で検出された13は軒丸瓦頭部のみがきれいに外されており、掘立柱の脇に立てた状

態で入っていたことから、 4号建物跡の創建時に意図的に埋められた可能性が考えられる。

出土遺物 須恵器蓋杯・皿 。重・高杯 。円面硯・甕、軒丸瓦がある。
1は須恵器杯蓋である。頂部に輪状つまみが付き、周囲に回転ヘラケズリが入つている。 2～ 5

は無高台の郭身である。 2～ 4は体部が内湾し口縁にやや屈曲が見られるものであるが、 5は口縁

が外傾しやや浅いもので、いずれも底部は回転糸切りである。このうち、4は内面と外面底部の一

部に漆が付着しており、外面底部には釈読できないが墨書がある。 6は高台の付く杯身で、高台内

に静止糸切りが見られる。 7・ 8は皿で、ともに外反する口縁部をもつが、 7の口唇には段が付い

ている。底部は回転糸切りである。

9は壼の底部で、体部外面下半は回転ヘラケズリの後、回転ナデである。10は高杯の脚部で、内
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面にしぼり目がある。11は円面硯で、平滑になった陸の一部と海が残っており、タト面には沈線が 2

条入つている。12は大甕の口縁部で、外面上部には 3条の沈線とその間に3条 1単位の波状文が施

されている。

13は軒丸瓦である。中房は陰刻とし蓮子は 5個、花弁は 5葉で、外区に唐草文と珠文帯がめぐっ

ており、出雲国分寺第二類に属するものである。瓦頭と九瓦の接合部は周縁に沿ってV字状の溝が

鋭利な工具で付けられているが、九瓦部は現状ではきれいに外されている。

(5)7号建物跡

遺 構 3区のやや西寄りで確認された建物跡である。 8号建物跡とほぼ重複する位置にあり、

P,4が 8号建物跡のP.5、 P,6が 8号建物跡P.2と切 り合い関係にあることから、 7号建物跡→ 8号建

物跡の順に営まれている。また、P.3は 4号建物跡P,11に切られており、 7号建物跡→ 4号建物跡

の順であることも明らかである。

南北 2間 。東西 1間の掘立柱建物で、南北軸はほぼ座標方位の北を指している。規模は南北5.8

m。 東西4.Om・ 面積は23.2♂で、柱間は桁行が2.8m、 梁行は4.Omと 広い。柱穴はP.1～ P.6ま での

計 6個すべてが検出されて

いる。

柱穴は不整な円形または

楕円形で、径0.4～ 0.8m前

後、深 さは0.4～ 0.6mと 浅

い。 P.1 ・P,2'P.5・ P.61こ イよ

径20cm足 らずと小さな柱根

が僅かに残っていた。柱材

はP.1・ P。 2は ともにクリで

あること力半」明している。

埋土は基本的には2層で、

上層に炭化物を含む灰掲色

粘質土、下層には炭化物を

含む暗灰褐色粘質土または

灰褐色砂質土が見られる。

出土遺物 Plで須恵器

高台付き杯身が検出されて

いるのみである。

第45図 7は郭身底部の破

片で、直立する高台とやや

丸みを帯びた体部が残って

いる。調整は外面が高台内

を含め回転ナデ、内面底部

はナデと回転ナデである。

疑

ミゴ「≡≡≡≡≡≡≡≡三≡墓垂垂垂垂垂垂ゴ
~耳

覇〒
~下

圧≡堅三≡!脅::藷g三号綴隻惚続響む)

o                     4m

第43図  7号建物跡遺構実測図
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(6)8号建物跡

遺 構 3区のやや西寄りで確認された建物跡である。同時期の遺構との関係は、 2号建物跡が

西37m、 3号溝が東 1.5m、 4号土坑が西43m、 14号土坑が西60m、 第20ト レンチで確認されている

石敷護岸施設は西73mの位置にある。 8号建物跡は 4号建物跡・ 7号建物跡と重複 している。P,2

が 7号建物跡P.6、 P.5が 7号建物跡P,4、 P,10が 4号建物跡P,8と切 り合い関係にあり、 7号建物跡

→ 8号建物跡→ 4号建物跡の順に営まれたことが明らかである。

①
P封

(そ
:::')扇

8.Om

≦
１

ヽ

，

†

0                     4m

第44図  8号建物跡遺構実測図
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7号建物跡 (7)
8号建物跡 (1～ 6、 8～ 11)
3号溝 (12・ 13)

第45図 7号 。8号建物跡。3号溝出土遺物実測図

南北 4間 。東西 2間の掘立柱建物で、南北軸は座標方位の北を指している。規模は南北9.2m・

東西4.9m・ 面積は450ポで、柱間は桁行2.2m。 梁行がやや広 く2.4mである。柱穴はP.1～ P,12ま で

の計12個すべてが検出されている。柱穴は不整な円形または楕円形を呈し、径0.5～ 0.8m前後、深

さは0.4～ 0.6mと 浅い。P,4に は柱の基部を固定するための根巻き石が残っており、P.5で は径20cm

ほどの柱根が僅かに残っていた。

出土遺物 須恵器蓋郭 。長頸壼、土師器杯がある。遺物はすべて柱穴で検出されたもので、P.2

より出上したものが第45図 1、 P,3が 5、 P。4が 3、 P,7が 10、 P.8が 4・ 9・ H、 P.9が 6、 P,10が

2・ 8である。

第45図 1～ 3は須恵器蓋である。 1は輪状つまみがつくもの、 2・ 3は口縁端部が屈曲して直立す

るものである。 1,3の 内面には墨が付いていることから転用硯と見られ、 3のタト面には釈読できな

いが墨書がある。 4～ 6は無高台の杯身である。底部の切り離しは、 4が静止糸切り、 5が回転糸切

りの後ナデ、6は回転糸切りである。4・ 5の外面底部には墨書があり、前者は「官」と判読できる。

8は長頸壷で、頸部に1条の沈線が入り、外面肩部と口縁内面に灰をかぶる。

9～ 11は土師器郭である。いずれも内外面に赤褐色顔料が塗られたもので、器形が分かる10,11

は口縁がやや外反する。 9は底径が大きくやや厚いが、底部はヘラ切りの可能性があり、周囲がナ

デ調整されている。

1 0cm
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(7)桂根のある桂穴

掘立柱建物跡として復原することはできなかったが、柱根の残った柱穴が 1～ 3区で確認された。

1区 P.1 1号建物跡身舎の南西にあり、廂の内側で確認されたものである。長径0.75m。 深さ

0.5mの柱穴の中に径 18cmの柱根 (第 47図 2)があり、底部に切断痕、側面には 5～ 6 cm幅 の加工

痕が全面によく残っている。柱材はスギである。

2区 P,2・ P.3 2号建物跡の北東 4mの地点に1,7mの 間隔で東西に並ぶものである。柱穴は径

0.7～ 0.8m・ 深さ0.4～ 0.5mで 、柱根はP.2が径35cmと 大く、P,3(第 47図 3)は径20cmと 細い。柱材

はP.2・ P,3と もマツ属である。

2区P.4 2号建物跡の北西2.5mの 地点にあるもので、北西から南東方向に主軸をとる。柱穴は

長さ0,7m。 幅0.4m・ 深さ0.5mで、柱根は (第48図 5)は幅39cm。 厚さ18cmの長方形である。柱根

1黒灰色粘買土
2灰色粘質土

1区 Pl

1晴灰色狛質上  6灰色粕質土 (炭化物含む)
2灰白色粘質±  7灰色粘質■と黄掲色粘上の混合上
3黒灰色粘質±  8淡灰色粘土
4灰色粘質±   9黒 灰色雅土 (炭化物含む)
5青灰色粘質■  10晴 灰色消土 (柱痕)

2区こ P2・ P3

1灰黄色±    4灰 色砂質■と晴灰色粘質上の混合士
2暗黄褐色±    5灰 白色砂質土
3皓灰色土 (柱痕 )

2区  P4

I灰 色土と責色上の混合
2灰色土
3暗灰色土
4青灰色土
5灰色土 (柱痕 )

3区

6晴灰色お質土 (炭化物合む)
7淡灰色上
8明灰色土
9灰白色粘質土 (やや砂混じる)
,O明青灰色土

P7・ P8

1白灰色±  4暗 青灰色土 (柱痕 )
2灰色±   5灰 掲色土
3暗灰色±  6灰 色土
2区こ P5。 P6

o                    2m

第46図 柱根のある柱穴実測図

‖
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3区 P7(1)
1区P.1(2)
2DEP.3(3)
2号建物跡P,10(4)

0                  2(

第47図 柱根実測図
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の下端は三角形状に加工されている。その主軸方向や形態から既に述べたように2号建物跡P,3・

P。 10で検出されている柱根 (第47図 4)と 関わりがあるものと思われるが、その性格は不明である。

柱材は2区P.4、 2号建物跡P.10と もヒノキ属である。

2区 P.5・ P.6 2号建物跡の北東 lmの地点にあるもので、P.6の後にP.5が掘り込まれている。

柱穴は長径1.Om・ 短径0.6～ 0.8m。 深さは現状で0.2mで、柱根の基部が僅かに残っている。P.5は

2優至P.4(5)

4号建物跡P13(6)
4号建物跡P.13(7)
3号建物跡P,4(8)

0                   20cm

第48図 柱根・礎板他実測図
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柱根の西側に根巻石があり、柱材はニレ属である。

3区 P.7・ P.8 3号建物跡の北西 5mの地点に1.8mの 間隔で東西に並ぶものである。柱穴は径

0.8～ 1.2m・ 深さ0.4mである。柱根はP,7(第 47図 1)が径32cm、 P,8は径25cmで、前者には基部に

材の運搬用に設けられた目途穴が見られる。柱材はP,7・ P,8と もマツ属である。なお、P.7の埋土上

面には平瓦 1枚が置かれていた。

(8)3号清

遺 構 4区のほぼ中央にある南北溝で、 4号溝の西0.6～ 1.Omを平行に廷びている。同時期の

遺構 との関係は、 2号建物跡が西43m、 8号建物跡が西 1.5m、 4号土坑が西50m、 14号土坑が西 6

6m、 第20ト レンチで確認されている石敷護岸施設は西80mの位置にある。また、 4号建物跡P,8

～P。 10と は切り合い関係があり、 3号溝→ 4号建物跡の順に営まれている。

3号溝は現在検出されている長さが13mで、北恨1の第 7ト レンチでは未確認である。 4号建物跡

の柱穴と重複しているため、充分な調査はできなかったが、調査区の北壁と南壁沿いにトレンチを

設けて掘 り下げたところ、幅1.0～ 1.4m・ 深さは0.2mと 浅かった。埋土は 1層 または 2層で、灰褐

色または暗灰褐色粘質上が堆積 している。

出土遺物 須恵器杯蓋・平瓶が出土している。

第45図 12は杯蓋で、頂部に輪状つまみが付いており、口縁は屈曲して直立するものである。頂部

外面には回転ヘラケズリが見られる。13は小形の平瓶頸部の破片で、口縁内面と肩部に灰をかぶっ

ている。

(9)4号溝

遺 構 4区の東寄りにある南北方向に廷びる溝である。同時期の遺構との関係は、 1号建物跡

が西55m、 3号建物跡が西24m、 4号建物跡の身舎が西 2m、 5号土坑が西19m、 第20ト レンチで

確認されている石敷護岸施設は西81mの位置にある。また、 4号建物跡の廂であるP,13・ P,14と は

切 り合い関係があり、 4号溝の埋上に柱穴が掘 り込まれていることから、 4号溝→ 4号建物跡廂柱

穴の順であることが明らかである。

4号溝は北側の第 7ト レンチでも検出されており、現在のところ南北23mの範囲にわたって廷び

ている。 4号建物跡の廂柱穴と重複している部分があるため完掘はしていないが、その他の部分に

ついては掘 り下げて内容把握に努めた。また、溝埋上については調査区南壁部分で花粉分析を行っ

て、古環境を検討するための資料を得ることとした。

溝の方向は、ほぼ座標方位北を指している。幅は南側で3.6m。 中央で4.Om・ 北側で2.6mで、深

さは現状で0,7mである。滞底面の高さは南恨1で 7.2m・ 北側で7.OInで徐々に南側が低 くなっている

ものと思われる。溝の埋土は 5～ 6層で、上層から順に灰掲色粘質fま、たは暗灰色粘質土・暗灰色

粘質土または灰褐色粘質土 。灰色砂層・灰色粘質土層・灰色砂層または明灰色砂層、最下層は暗灰

色砂層である。砂層と粘質土層が交互に見られることからすると、本来ある程度水が流れていたも

のと思われる。なお、中央の トレンチより北側部分に、遺構が掘 り込まれている責褐色粘質土が堆

積する以前に生えていたと見られる自然木 (写真図版32-2)が埋まっていることが確認された。樹

種はアカガシ亜属である。
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9暗灰褐色土層
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第49図  3号溝・ 4号清遺構実測図
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溝埋上の花粉分析は付論 5で詳述されているが、この中で注目される点はイネ科が高率で検出さ

れている点である。水田雑草と見られるオモダカ属・サジオモダカ属なども確認されており、 4号

溝には水田から水が引かれていたか、 4号溝に近接して水田が存在した可能性が考えられるという

結果を得ることができた。

出土遺物の特徴と出土状況 4号溝の埋土からは須恵器蓋郭・皿・高郭・鉢・壺・平瓶・硯、土

師器甕・甑、竃、焼塩壼、土製支脚、土錘など、多量の土器類が出土している。また、土器以外で

は木箱蓋 。挽物・曲物・糸巻・木簡などの木製品、羽口・対渦・椀形津などの金属器生産関係遺物、

筋砥石・水晶・碧玉などの玉生産関係遺物もある。 (生産関係遺物については、他の地点より出土

したものと併せ、第 4章第 4節でまとめて記載した。)

土器類には杯・皿・高杯といった供膳具、甕・甑 。土製支脚 。焼塩壼などの炊飯 。調理に関わる

もの、漆が付着した長顎壼・郭 。鉢など漆器生産に関わると見られるものもある。木製品では木箱

蓋 。木街のように文書行政に関わるもの、挽物・曲物などの容器、糸巻のような紡織具があり、未

使用の樺皮 (写真図版76)も 検出されていることから曲物生産が行われていた可能性もある。こう

した多様な出土遺物の内容を見ると、 4号溝の周辺には行政や居住機能をもった施設の他に、木

器 。金属器 。玉などの生産に関わる施設があったことも想定することができる。

遺物の出上位置は、木製品が下層を中心に検出されていること以外に大きな特徴はない。ただ、

4号溝埋上の上面 。上層では下層に比べ石が多く出土しており、溝を埋める際に意図的に投入され

たことも考えられる。

上面・上層の出土遺物 須恵器蓋郭 。皿 。高杯・鉢 。壼・甕・硯、土師器奏 。甑、焼塩壺、土製

支脚、土錘が出土している。

第51図 1～ 7は須恵器杯蓋である。口径は12.3～ 13.Ocmと 小さい 1～ 3と 、17.7～ 23.2cmと 大きい

4～ 7がある。口縁部はいずれも僅かに屈曲するもので、1・ 4・ 5には宝珠つまみが残っている。

調整は頂部に回転ヘラケズリが施されている。

8～第52図 27は杯身で、無高台のものである。 8～ 19は 口縁部が僅かに屈曲し体部が九みを帯び

るもので、22～ 27は 口縁部が直線的で、外傾するものである。このうち、17は外面に8条以上の沈

線が入つている。底部の切 り離しは、27がヘラ切 りであるが、その他は回転糸切 りである。また、

27の 内面には漆が僅かに付着している。

28～ 30は皿で、無高台のものである。口縁部はいずれも外反し、底部の切 り離しは回転糸切 りで

ある。30の底面にはやや薄くなっているが墨書が残っており、「西殿」と釈読できる。

31・ 32は郭または皿の底部である。ともに底部は回転糸切 りで、31は外面体部下方に「安」、32

は外面底部に 1字分の墨書がある。

33～ 第53図 56は郭身で、高台の付 くものである。33～ 45は 口径8.9～ 12.6cm、 器高5.2cmま での小

形品、46～ 56は 口径 16.1～ 17 4cm、 器高5.8～ 7 4cmの 大形品である。小形品のち、33・ 34は体部に九

みをもち、高台が底部のやや内側に付 くもので、その他は体部が外傾して直線的に立ち上がり、底

部の周縁に高台が付 くものが多い。底部の切 り離しは、33・ 41'45が静止糸切 り、34～ 40・ 42。 43

が回転糸切 りで、44は不整方向の擦痕がある。大形品はいずれも体部が外傾して直線的に立ち上が

り、底部の周縁に高台が付 くものである。底部の切り離しまたは調整は46～ 49・ 52・ 54・ 56が回転

糸切 り、53が静止糸切 り、48がヘラ切 り、47に は回転ヘラケズリ調整が見られる。また、50。 51は
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第51図  4号溝上面 。上層出土遺物実測図 (1)
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0                     1 0Cm

第52図  4号溝上面・上層出土遺物実測図 (2)
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0                  1 0cm

第53図  4号溝上面・上層出土遺物実測図 (3)
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0                     1 0cm

第54図  4号溝上面・上層出土遺物実測図 (4)
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外面底部に「×」のヘラ記号、56は大きく「館」という墨書がある他、43の内面には墨痕、53～ 55

の内面には漆が残っている。

57～62は高郭である。57は郭部で、口縁端部に僅かに段があり、外面下半には回転ヘラケズリが

見られる。58～ 62は脚部で、59は杯部底面が焼成前に穿孔されており、58・ 60は内面にしぼり目が

残っている。

63～第54図 791よ皿で高台が付くものである。63は焼き歪みが著しく口縁が九みを帯びているが、

その他は口縁が外傾または外反しており、68～ 72・ 78・ 79の口唇には段が見られる。底部の切り離

しは、いずれも回転糸切りである。また、701よ底部外面に「 |」 状のヘラ記号、79には「有」とヘ

ラ書き文字があり、78には「○ (記号)本」と墨書がある。

80は底部の平らな皿状のもので、外反する口縁の口唇には段がある。

81は鉢で、短く屈曲した口縁をもっており、肩がやや張っている。

82は短顎壷の蓋である。口縁は直立し、口唇端部は平坦で、大きめの宝珠つまみをもつ。

Ⅷ

翰 ◎貶
諄 @

93

0                  1 0cm

第55図  4号清上面 。上層出土遺物実測図 (5)
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第55図 83～86は壺である。83・ 84は無高台のもので、外面底部に回転糸切り、外面下半に回転へ

ラケズリが入つている。85'86は高台が付 くもので、85は外面底部に回転糸切 り痕を残し、外面下

半に回転ヘラケズリが見られる。86は口縁が大きく開いた広口壼で、胴部外面下半には平行タタキ、

内面下半には同心円状の当て具痕があり、外面肩部下には平行タタキののち、浅い回転ヘラケズリ

が入つている。

第56図  4号溝上面・上層出土遺物実測図 (6)
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87は 円面硯で、陸と海を突帯で区分し、陸の内側には顕著な使用痕がある。脚部は長方形透孔が

並んでおり、最大で28孔が想定できる。

第56図94は把手付き鉢である。把手は横方向に付けられており、現状では 1個のみ遺存 している。

外面は沈線 2条 と平行タタキ、内面には同心円状の当て具痕が残る。

95～ 98は奏で、95は器高24.5cmの小形品、その他は大型品である。95・ 96。 98は外面に平行タタ

キ、内面に同心円状の当て具痕をもち、95。 98は九底である。これに対し、97の外面は平行タタキ

の後、回転ナデ調整、内面には放射状当て具痕が残っており、底面は平底である。

99は土師器甕である。外反する口縁部をもち、内面はヘラケズリである。100～ 102は甑把手で、

外面に粗いナデによる成形痕、内面の残るものはヘラケズリが見られる。

103・ 104は土製支脚である。103は三又になるものであるが、腕または小突起を久損しており、

基部は内到 りがある。二次的に被熱し赤褐色を呈している。104は 2本の腕と小突起が上端に付 く

もので、基部に内割 りがある。

第55図 88～ 91は焼塩壷である。いずれも口縁部の破片で、外面には指頭圧痕が残っている。88の

内面には縦方向に圧痕があり、91の 内面には強いナデが見られる。

92・ 93は土錘である。92は長さ5.6cm・ 外径3,9cm。 内径 1.5cmで 、重さは72.2gで ある。93は長さ

5.2cm・ 外径 1.5cm。 内径0,5cmで、重さは11.4gで ある。

下層の出土遺物 須恵器蓋郭・皿・高杯・鉢 。税・壷・甕、土師器甑、土錘等が出上している。

第57図 105～ 112は須恵器郭蓋である。105は頂部に平坦面をもつが、その他は九みを帯びている。

口縁部はいずれも僅かに屈曲するもので、105～ 1101こ は宝珠つまみが残っている。調整は頂部に回

転ヘラケズリが施されている。107の内面には「○」が 2つ押印されている。また、lo6。 111・ 112

の内面には墨が付いていることから転用硯にされたものと見られる。

113～ 117は杯身で、無高台のものである。口縁部が僅かに屈曲し、体部が九みを帯びるもので、

底部の切 り離 しは、いずれも回転糸切 りである。113は外面の一部と内面に漆が僅かに付着してお

り、117は外面底部に「高」と墨書されている他、内面にも墨が付着している。

118・ 119は郭身で、高台の付くものである。H8が口径16.2cm・ 器高7.6cm、 H9が口径16.6cm・ 器

高7.Ocmと 大形品で、ともに口縁は外傾して直線的に立ち上がり、高台が底部の周縁に付く。119は

口唇に段をもっている。底部切り離しはともに回転糸切りで、118は回転ナデが加えられている。

また、118の底部外面には「少」と墨書されている。

120。 121は高郭である。120は大きく開く杯部の口縁端部が肥厚するもので、脚部内面にはしぼ

り目がある。121は脚部がやや太く、線状の透孔をもっている。

122～第58図 129は皿で、高台をもつものである。122・ 123は 口径がそれぞれ23.2cm・ 28.Ocmと 大

きく九みを帯びた体部を有するもの、124～ 127は外反する口縁部をもつもの、128はやや器高が高

く深いものである。124は 口唇に段をもっている。底部は122・ 123は 回転糸切り後回転ヘラケズリ

調整されているが、その他は回転糸切り後未調整である。129の外面底部には「官」と「高」が重

複したような墨書文字が見られる。

130・ 133は鉢である。130は鉄鉢形で、外面底部は回転ヘラケズリが見られ、内面には漆が付着

している。133は把手付き鉢で、「く」字形に屈曲した口縁部をもち、外面下半は平行タタキの後粗

いナデ、内面には同心円状当て具が見られる。外面底部には高台の剥離痕跡がある。
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第57図  4号溝下層出土遺物実測図 (1)
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4瞳郵◎2唾劉◎143
0                    1 0cm

第59図  4号溝下層出土遺物実測図 (3)

131'132は 円面硯である。1311ま陸と海部の明確な区別はないが、やや平滑になった中央部が周

囲より高くなっており、高い脚部が付 く。132は最大で 6本の脚を有するもので、陸が海より明瞭

な段をもって高くなっている。陸部には重ね焼きの痕跡が見られることから、蓋が付いていた可能

性もあり、脚部には面取 りがある。

134は平瓶の口縁部で、顎部と体部の接合部に2条の沈線が入っている。顎部は片面にのみ灰を

かぶっている。

135。 136・ 第59図 138・ 139は壼である。135は広口壼で「く」字形に屈曲した口縁部と平底をも

つ。外面胴部の調整は平行タタキの後、回転ナデ、外面底部の周囲にはケズリが見られる。胎上分

析では他地域からの搬入品とされている。136は長頸壷で、底部には高台をもっている。頸部には

沈線が 1条めぐり、調整は胴部下半にカキメが施されている。138は肩部で、外面上端に細かいカ

キメ、下半にはヘラケズリが見られる。139は高台が付 く底部で、外面に回転ヘラケズリが入る。

内面は中央がやや平滑になり、薄い墨痕があることから、破損後、転用硯とされたものと見られる。

137は甕である。「く」字形に開く口縁部をもっており、肩部は外面が平行タタキの後カキメ、内

面には同心円状の当て具痕が残っている。胎上分析では他地域からの搬入品とされている。

140。 141は土師器甑である。140は把手の接合部で、内面にケズリが見られる。141は把手で外面

に成形痕が残っており、一部に煤が付着している。

142・ 143は土錘である。1421よ長さ6.4cm・ 外径4.Ocm・ 内径 1.4cm・ 重さ95.6gで、143は長さ8,9

cm・ タト径4.6cm。 内径 1.Ocm・ 重さ192.3gと 、やや大きい。外面には成形時の指ナデ痕が残っている。

出土層位不明の遺物 須恵器蓋杯・皿・高杯・平瓶・鉢・重 。硯・甕、土師器杯蓋 。甕 。甑、亀、
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焼塩壷、砥石、土錘が出土している。

第60図 144～ 151・ 153。 154は須恵器郭蓋である。144。 145は輪状つまみをもつ小片で、ともに頂

部に回転ヘラケズリが入る。 1451ま 内面が磨滅 してお り、転用硯 とされた可能性がある。146～

151・ 153・ 154は口縁部がいずれも僅かに屈曲するもので、146～ 149・ 151に は宝珠または擬宝珠つ

まみ、150は頂部が窪んだつまみが付いている。146・ 1511こ は頂部に回転糸切 り痕が残っており、

147～ 149。 151'153・ 154に は回転ヘラケズリ調整が施されている。また、146・ 154の 内面には墨

書があり、前者は「大」と書かれている。

152は土師器郭蓋である。宝珠つまみが残る小片で、内外面に赤色顔料が塗布されている。

155～ 167・ 169～ 171は須恵器杯身で、無高台のものである。155～ 161は体部が九みを帯びるもの

で、156～ 1601よ口縁部が僅かに屈曲する。162～ 164は体部が直線的に立ち上がり、回縁が外傾する

ものである。底部の切り離しは、いずれも回転糸切りである。

このうち、155'164の内面には漆が付着している。前者の中央には径 6硼ほどの範囲で厚く盛り

上がった漆が剥離した部分があり、漆を全るための工具が置かれたまま乾燥し、それが取れた痕跡

を留めるものと考えられる。また、156。 165～ 167・ 169～ 1711こ は外面底部に墨書がある。156は 3

文字分の墨書があり「高上□」、169は「介」と読める。167は偏はン、170は偏は糸で、165。 171は

1字と見られるが、釈読できない。

168は土師器杯である。外面底部にケズリが見られ、内外面に赤色顔料が塗布されている。

172～第176は須恵器皿である。やや外反する口縁部をもつもので、173の口唇には段が見られる。

底部の切り離しはいずれも回転糸切りである。

177～ 179は高台の付く須恵器郭身である。177は 口径12.Ocmの小形品、178。 179は それぞれ口径

19,Ocm・ 17.2cmの大形品である。口縁が外傾し底部周縁に高台が付くもので、底部切り離しは177・

179は回転糸切りで、178は体部下半に回転ヘラケズリが入る。

180は土師器皿である。やや高い高台を有するもので、内外面に赤掲色顔料が塗布されている。

181～ 183は高台の付く須恵器である。181・ 182は口縁が外反するもので、口唇に段が付いている。

底部切り離しはいずれも回転糸切りである。また、183の外面底部には墨書があり、判然としない

が「館」と読める可能性がある。

184～ 192は須恵器皿の底部と見られるもので、いずれも外面底部に墨書がある。1841よ「館」、

185。 1861よ「高」、1891ま「得」と釈読できる。その他は判然としないが、187は「司」、188は「館」、

190は「升」と読める可能性があり、192の偏はンと見られる。

193は須恵器平瓶である。口縁がやや肥厚するもので、口縁内面と頸部の片側に灰をかぶる。

194は須恵器高必である。杯部は大きく開き口縁端部が肥厚するものである。

195～ 197は須恵器長頸壼である。195は細身で胴部下半に強いナデとケズリ、底部に回転糸切り

痕を残すものである。胎上分析の結果、他地域からの搬入品とされている。196は顎部外面に 1条

の沈線を有するもので、内外面にしばり目が残る。197は内外面に漆が付着しており、漆を入れる

漆壼として使用されたものと見られる。

198は須恵器鉄鉢形鉢である。外面下半はカキメの後ナデで、底部付近には僅かにケズリが見ら

れる。内面には灰をかぶっており、外面には重ね焼きの痕跡がある。

第62図 199・ 200は須恵器短頸壼である。199イよ小形品、200はやや肥厚した短い口縁をもっている。
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201は壷の底部で、高台を有している。底部には回転糸切 り痕が残っており、胴部下半には回転ヘ

ラケズリが見られる。

202は須恵器円面硯の脚部である。長方形の透孔が16個付 くことが想定されるものである。

203は把手付鉢である。小形品で、口縁が短く屈曲し、把手には成形痕が残っている。

＼ ＼

200

鐸/を13∝疵14MS甥16里17
0                     1 0cm

Ⅲ
/こテ

＼

綾 2郷嘲
0                  20cm

測図 (3)
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204～217は焼塩壼である。いずれも砲弾形の器形をとるものと見られる。外面には指押さえ痕、

内面には粗いナデを残すものが多い。また、210～ 217の内面には布目圧痕が残っており、布目は 1

cm当たり7本～12本 と粗い。

218は砥石である。凝灰岩製で表裏両面が使われており、幅5.8cm・ 厚さ3.8cmで ある。

219は土錘である。一部欠損しており、タト径4.Ocm。 内径2 0cm。 重さ63.2gで ある。

221～ 223は土師器奏である。「く」字形に開く口縁部をもっており、外面と口縁内面の一部には

ハケメ、胴部内面はケズリである。

224は土師器甑の底部で、端部付近に穿孔があり、外面はハケメ、内面に指押えとケズリがある。

225～ 229は移動式竃の破片である。225は口縁部、226～ 228は廂、229は基部の破片で、 2次的に

被熱し、黒褐色に変色している。

木製品 木箱蓋・挽物 。曲物・糸巻 。木簡の他、用途不明品がある。

第63図2301よ木箱蓋である。外面は端部より中央が厚 くなる甲盛、内面は凸状に削 り出され合わ

せ蓋となるもので、樹種はヒノキ属である。大きさは外法で長さ33.6cm・ 幅5。 8cm、 凸部の長さ29.6

cm。 幅3.8cm、 厚さは2.Ocmで ある。形状 。大きさから見て、文書箱蓋と考えられる
0。

231は挽物で、高台付き皿である⑤。底面に低い高台が付いており、樹種はトチノキである。

233～ 238は 曲物の蓋板または底板である。樹種はやや不明確なものもあるが、同定を行った

233・ 234・ 236・ 238は ヒノキ属である。いずれも小片であるが、233は径 12.8cmであることが分か

り、238は結合孔が僅かに残ることから蓋板と見られる。また、236に は方形割 り込みが僅かに残る。

239は糸巻の横木である。樹種はヒノキ属で、長さ10.8cm・ 厚さ0。7cmである。中央には相欠き仕

口のかみ合わせ部があり、径0.8cmの 軸子とがある。

第64図 264は木簡である。表に2行・ 5文字分の墨書があるものと見られるが、「埼」の可能性が

あるものの他は、ハギトリ状の削りにより充分に文字が判読できない。右側面以外は欠損しており、

大きさは現状で、長さ13,7cm。 幅2.6cm。 厚さ0.5cmで ある。樹種はスギと見られる
の。

258'259は墨書はないが、下端が窄まる形をしていることから題銭軸である可能性がある。樹種

はともにヒノキ属である。

232・ 240～ 257・ 260～ 263・ 265～ 272は用途不明のものである。

232は長さ14.6cm。 幅5,9cm。 厚さ1,4cmで ある。中央に長さ2.Ocm。 幅1.2cmの 長方形孔があり、一

方の端部には段が付いている。240は膨らんだ端部に孔があるもので、樹種はスギである。

241～ 257・ 260。 261は細い棒状の木製品で、243～ 257の うち一部は箸である可能性がある。241

は一方の端部に段をもつもの、242・ 244～ 246・ 248。 250。 254・ 255な どは端部を尖らせたもので、

242に は一方の端部に滞が付 く。また、244・ 248～ 250'256・ 261は全体を丁寧に面取 りしており、

261は飼状に稜が残る。

262・ 263・ 265。 266～ 268は板状のものである。263は隅部を丸 く加工しており、265は端部を整

刃状に削っている。樹種は263が ヒノキ属である。267は羽子板状に加工されたものである。基部が

欠損しているが、現状で長さ51.2cm。 先端で幅11.cm。 基部で6.Ocm。 厚さ1.4～ 2.Ocmである。

269～ 272は棒状のものである。269は丁寧に面取りされたもので、端部を尖らせている。270は一

方を尖らせた抗状のもので、長さ35。 3cm・ 径2.lcmで ある。一部に樹皮が残っている。271。 272は そ

れぞれ長さ9,8cm。 径2.4c皿、長さ16.2cm・ 径4.lcmと 短いもので、両端に加工が見られる。
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(10)5号清

遺 構  1区の東南部にある南北溝で、1号建物跡と重複している。

周辺の遺構との関係は、 2号建物跡が東 9m、 8号建物跡が東51m、

3号溝が東58mである。

5号溝は現在検出されている長さが 7mである。 1号建物跡より南

側を掘り下げており、幅は0.6～ 0.8m・ 深さは0.2mと 浅い。南側では

一部広がり、瓦が入つていた部分があるが、別の上坑と重複している

可能性がある。埋土は 1層で、炭を多く含む灰褐色上が堆積 している。

出土遺物 須恵器蓋杯が出上している。第65図 1は杯蓋で、扁平な

器形をもち、口縁が外反している。頂部は磨滅しており、赤色顔料が

付着している。 2は無高台の郭身、 3は高台が付 く杯身である。底部

の切り離しは 2が回転糸切 り、 3はヘラ切 りである。 4は郭身の口縁

部で、比較的薄手であり、体部はやや九みを帯びている。

0                    1 0cm

~  

酢

)

(炭を多く含む)

第65図  5号溝出土遺物実測図 第66図  5号溝遺構実測図

(11)8号清

遺 構 遺構を確認するため 3区より北に延ばしたトレンチで検出されたものである。周辺の遺

構との関係は、 1号建物跡が南西20m、 4号建物跡が南東27m、 1号井戸跡が南西23m、 第 6ト レ

ンチ 2号溝が北東60mの位置にある。

8号溝は2m幅のトレンチで確認しているだけであるので、詳細は不明であるが、南西から北東

方向に向かって廷びているものと見られる。幅は西側が狭 く0,8m。 東側は大きく広が り2.6m。 深

さは浅く0.2mほ どである。

埋土は 1層で、炭化物を多く含む暗灰色粘質土層が見られる。埋上の内部には比較的多 くの石が

入つていた。

出土遺物 土師質土器郭・柱状高台付皿が出土している。

第67図 1は郭身で、逆「ハ」の字形に外傾する口縁部をもっている。底部の切り離しは回転糸切

りで、その他の調整は回転ナデである。 2は杯身底部で、回転糸切りである。

3は足高高台が付く杯身である。底部の小片であり、高台の内側を含めて、調整は回転ナデが施され

ている。

4は柱状高台付皿の底部で、切り離しは回転糸切りである。

餓
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(12)4号土坑

遺 構 2区の北西寄 りで確認された土坑である。同時期の遺構との関係は、 8号建物跡が東43

m、 3号溝が東49m、 14号土坑が南西17m、 第20ト レンチで確認されている石敷護岸施設は西28m

の位置にある。また、 4号土坑は 2号竪穴住居跡及び 2区P.4と重複しており、それぞれの埋土を

4号土坑が切っていることから、 2号竪穴住居跡・ 2区 P.4→ 4号土坑の順に営まれていることが

明らかである。

4号土坑は、ほぼ円形を呈しており、南北2.Om。 東西1.8m・ 深さは0.7mである。埋土は基本的

には 7層で、上層より順に炭化物を含む黄褐色土 。灰白色粘質土・灰色粘質土 。暗灰色粘質土・淡

灰色粘質土・淡黄灰色粘質土・淡黄

灰色粘質土と暗青灰色粘質上の混合

層が堆積している。埋土中からは比

較的多く石が検出されている。

出土遺物 須恵器蓋郭と奏がある。

第69図 1は杯蓋で、頂部に輪状つ

まみをもっており、口縁部は屈曲し

て直立している。頂部外面には回転

ヘラケズリ調整が施されている。

2は高台付きの杯身である。やや

外反気味の口縁部をもち、底部は周

縁のやや内側にほぼ直立する高台が

付いている。底部は回転ナデ調整が

行われており、切 り離しの手法は不

明である。

3は無高台の杯身である。口縁は

＝
洲
＼
Ｉ
Ｔ

2区 P4   
。        lm

第68図  4号土坑遺構実測図
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1 0cm

第69図  4号土坑出土遺物実測図

端部が屈曲して外反する特徴をもっており、体部は九みを帯びている。底部は回転糸切りである。

4は甕である。「く」字状に外反する口縁部をもっており、外面肩部は平行タタキ・内面には同

心円状の当て具痕が見られる。

(13)5号土坑

遺 構 3区中央やや西寄りに位置する大形の土坑である。周辺遺構との関係は、西側の 2号建

物跡との距離は23m、 東狽1の 4号建物跡は4m、 7・ 8号建物跡は1lmである。 3号建物跡のP,6

とは切 り合い関係があり、 5号土坑の埋土を3号建物跡 P.6が切つていることから5号土坑→ 3号

建物跡の順に営まれていることが明らかである。

平面形は南北がやや長い隅九方形に近い形状を呈しており、規模は上端で南北4.lm。 東西3.4

m・ 深さ1.lm、 下端で南北2.8m。 東西2.3mである。底面には南半分に円礫が厚 く敷かれており、

後述するように祭祀遺構であったと考えられる。

土坑の埋土は底面から深さ0.6m程のところまでに見られる灰色系粘質土 (6層・ 8～ 12層 )と 、

その上の炭化物を含む灰色または暗灰色系土 (1～ 5層・ 7層 )に大きく分けることができる。下

層の粘質土は土坑内に自然に溜まったものと見られるが、上層の埋土は細かい互層状になっており、

人為的に埋められたものと思われる。土坑埋土が 3号建物跡 P,6に 切られていることからすると、

上層の埋土は3号建物の建設に伴う整地上と考えられる。

遺物出土状況 土坑埋土上面は、整地作業の後、何らかの祭祀行為が行われたようで、中央やや

南寄りで土師器甕 7個体がまとめて置かれていた。いずれも、上半部は既に削平され失われていた

が、九い底部が埋土上に据えられた状態で検出されており、細かく見ると西側に3個体、東側に4

個体が分けて置かれていたようである。また、土坑埋土上面西側では、埋土中にはほとんど見られ

ない瓦が検出されており、九瓦 2枚が平行している点からすると、意図的に置かれた可能性も考え

られる。

埋上の上層では、石や木片とともに彩しい量の須恵器が検出されている。破片が多いのが特徴で、

「意宇」 。「○ (記号)本」などと書かれた墨書土器も含まれている。須恵器の他には土師器甕・

竃・焼塩壼なども出土している。下層粘質上の上面では、木簡 5点 と習書のある木製品片 1点が検
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第71図  5号土坑底面祭扁B遺構遺物出土状況実測図

ことや出土状況から見ると、土坑底面で何らかの祭祀が行われたものと考えられる。

この中で注目されるのは、鹿頭骨 1個体分検出されている点で、四肢骨など他の部位は見られな

いことから頭だけが持ち込まれたものと思われる。また、須恵器内部の上や祭祀遺構周囲の粘質土

を水洗選別したところ、モモ・イネ・メロン類・ヒヨウタン類のような栽培植物や、食用にもなる

ブドウ属が検出された。鹿の頭を含め、これらは須恵器・かご・曲物などに入れられ、祭祀に用い

られた供物であった考えられる。

なお、植物遺体分析よれば、栽培植物の他には伐採跡地に先駆的に成育する二次林的要素の植物

が多いとされており、周囲が荒れ地状態になっていた可能性が指摘されている。遺構の状況から見

ると、土坑内で祭祀が行われた後は、整地が行われるまで底に粘質土が溜まった窪地として残って

いた可能性が高く、こうした分析結果とよく対応している。

峯

９９
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上面の出土遺物 須恵器蓋杯・皿・壼、土師器甕、瓦が出上している。

第72図 1は須恵器杯蓋である。口縁端部が断面三角形状をなしており、頂部に沈線が 1条入って

いる。 2・ 3は杯身で、無高台のものである。口縁部が僅かに屈曲し体部が九みを帯びるもので、

3の底部は回転糸切りである。4・ 5は杯身で、高台を有するものである。タト傾する口縁部をもち、

底部の周縁に高台が付いている。底部切り離しは、ともに回転糸切 りであるが、 4は 回転ナデ調整

を加えている。

6～ 7は皿で、高台が付 くものである。6は 口縁部が大きく外反するもの、7は外傾するもので、

前者の底部の切り離しは回転糸切 りであるが、後者は回転ヘラケズリ調整されている。 8は無高台

の皿で外傾する口縁をもち、底部はヘラ切りと見られる。

9は壼で、大きく開く頸部とよく張った肩部を有する。

lo。 11は土師器奏で、土坑埋土上面に置かれていたものの一部である。頸部は短く屈曲して外反

し、底部は丸底である。内面にはケズリが見られる。

0                  1 0cm

第72図  5号土坑上面出土遺物実測図

一一一一二
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第73図  5号上坑上面出土瓦実測図 (1)



22

第74図  5号土坑上面出土瓦実測図 (2)

Ocm

第73図 12・ 13は丸瓦である。ともに玉縁部をもつもので、12は長さ38.5cm。 幅14.6cm、 13は長さ

37.6cm。 幅16.7cmで ある。

14～ 第74図 22は平瓦である。全形が分かるものはないが、18は幅が25.7cmで ある。下面のタタキ

は格子タタキ (14～ 17・ 19)、 平行タタキ (18)、 縄ロタタキ (20～ 22)がある。格子タタキは数種

類あり、出雲国分寺平瓦分類のKA(19)。 KBl(14)・ KB2(15。 16)。 KD(17)がある。焼成

は須恵質のもの (12・ 13。 15。 16・ 18。 19)と 、土師質のもの (14・ 17・ 20～ 22)が見られる。

上層の出土遺物 須恵器蓋郭・皿 。高杯 。重・甕、土師器奏・電、焼塩壺、瓦が出上している。

第75図23～ 26は須恵器杯蓋である。23は輪状つまみ、26は宝珠つまみが付 くもので、24・ 25も 本

来は宝珠つまみが付いていたものと見られる。25。 26は 口縁端部が断面三角形状をなしており、24

～26の頂部には回転ヘラケズリが施されている。また、24。 25は内面に墨痕が付着し、表面が磨滅

していることから、つまみを取って転用硯として使われたものと見られる。

27～ 37はイ身で、無高台のものである。27～ 34は口縁部が僅かに屈曲し体部が丸みを帯びるもの

で、35'36は口縁が直線的にタト傾するものである。底部の切 り離しはいずれも回転糸切 りである。

また、29。 32・ 37には底部外面に墨書があり、29は「○ (記号)本」と釈読できる。32と 37は不明

な点があるが、前者が「館」、後者が「光」と読める可能性がある。

38～第76図45は皿で、高台をもたないものである。いずれもやや外反する短い口縁をもっており、

底部の切り離しは回転糸切りである。44の外面底部には焼成前にヘラ記号が付けられており、39・

44の内面、41の外面底部には墨が付着している。

46～ 52は郭身で、高台をもつものである。46・ 47は体部が丸みを帯びたもので、底部は46が回転

ナデ調整されており、47は静止糸切りである。48'49は 口径がそれぞれ11.lcm。 10.5cmと 小さく、

直線的に外傾する口縁部をもつ。底部は48がヘラ切りで、49は回転糸切りののち、回転ナデ調整で

ある。また、48の 口縁には煤が 4ヶ所に付着しており、灯明皿として利用されたものと見られる。
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50は直線的にタト傾する口縁をもつもので、底部周縁よりやや内側に低い高台をもっており、底部は

ヘラ切 りの後回転ナデである。51・ 52は器高が高いもので、52は 6.6cmである。直線的に外傾する

口縁部をもっており、底部の周縁に高台が付 く。底部切り離しは52は回転糸切りである。

53は口径から見て皿の蓋と考えられるものである。頂部に宝珠つまみ、口縁端部は僅かに屈曲し

ている。頂部はヘラ切 りの後、粗いヘラケズリが入つているものと見られる。胎上分析では、他地

域からの搬入品という結果が得られている。

54～63は皿で、高台が付 くものである。口縁はやや外反するものが多いが、57の ようにやや内湾

するものもある。口縁端部は55は沈線状に窪んでいる。底部の切り離しはほとんどが回転糸切 りで

あるが、57はヘラ切 りと見られる。61・ 62の外面底部にはそれぞれ「意宇」と墨書があり、よく類

似していることから同筆の可能性もある。63の外面底部にも墨書があるが、釈読できない。また、

57・ 63の 内面と外面底部、59'61・ 62の内面には墨の付着と磨滅が認められ、転用硯として使用さ

れたものと見られる。

64～ 71は高郭である。64～67は杯部で、口縁端部が上方にやや肥厚しており、外面下半には回転

ヘラケズリが入つている。68～ 71は脚部で、69は不部の剥離面に接合用の刻みがある。また、66。

67の内面には墨が付着している。

72・ 73は短頸壷蓋である。ともに宝珠つまみが付いており、頂部は平坦である。72は頂部から口

縁部にかけてやや九みをもち口縁端部がやや外反しているが、73は直線的である。72は頂部に回転

糸切り痕を残しており、周囲に浅い回転ヘラケズリが見られる。73の頂部は回転ヘラケズリ調整さ

れている。

74～第78図 81は壷である。74・ 78'79は長頸壷と見られ、78・ 79は底部に高台が付いている。78

は底部はヘラ切 りで、胴部下半に回転ヘラケズリが施されており、顎部にはしぼり目が見られる。

75～ 77・ 80は胴部または底部の破片である。75は高台をもたないもので、底部は回転糸切 りの後、

回転ヘラケズリ調整を行っている。76。 77は肩部で、76は外面下半に回転ヘラケズリが見られる。

80は高台をもつものであるが、外面胴部下半と底部に平行タタキが入つており、底部内面には指頭

圧痕が残っている。81は 口縁が短く屈曲するもので、底径に対し口径が大きい。底部に高台をもっ

ており、ヘラ切りである。

82は蓋で、口径26.2cmと 大きい。口縁端部は僅かに下方に肥厚しており、外面には刺突文、頂部

には回転ヘラケズリが入つている。

83は大形で扁平な皿で、口径は24.Ocmである。短い口縁は僅かに外傾して立ち上がっており、外

面底部は回転糸切りの後、粗い回転ヘラケズリである。

第79図 89は甕の回縁部である。口縁端部外面に稜をもち、その下にそれぞれ 2条の波状文と沈線

が施されている。

91～ 96は土師器奏である。いずれも「く」字形に屈曲する口縁部をもっており、底部が残る91は

九底である。91・ 93・ 94・ 96の胴部外面と93の 口縁内面にはハケメが入つており、確認できない92

を除いて胴部内面はヘラケズリである。

90は移動式竃の顎部である。口縁は欠損しているが外反しており、内外面にケズリが見られる。

内面は被熱し赤褐色になっており、一部に煤が付着している。

84～ 88は焼塩壼で、いずれも砲弾形の器形をとるものと思われる。外面は指押さえまたは押圧痕
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第75図  5号土坑上層出土遺物実測図 (1)
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第76図  5号土坑上層出土遺物実測図 (2)
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